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1982年ヒマラヤ登山学校隊員募集
ク ン (7,077m)

1980年登山学校は、20名中19名 がケグルナ

ート●ドーム(6,831m)に 登頂するという成果を

あげて帰国しました(本誌 109号既報 )。 隊員の

中にはすでにヒヤラヤ、アンデス、アラスカ等に

おける高所登山経験者から、国内の冬山すら未経

験という人にいたるまで幅広い層が参加していま

した。HAJでは経験豊富なイ /ス トラクターの

もとに、正しいセオリーにのっとった安全確実な

高所登山を指導しております。隊員はすべて、装

備・食糧・梱包・輸送・渉外等の具体的な準備実

務にも参画していただき、また国内での強化合宿

も行なうなど、ヒマラヤ遠征全般について体得す

ることができます。次回には自ら遠征を行なえる

人材を養成することが、この登山学校の主眼とな

っております。実際に、卒業生の中には自ら隊長

となって隊を組織し、成功をおさめて帰ってくる

意欲的な人もでてきております。

1982年度はカシミール・ ヒマラヤの秀峰クン

(7,077m)に て実施する予定でおります。ふるっ

て御参加下さい。

実施要項

目 的 ①ク/(7,077m)登頂

②高所登山の基礎修得

1982年 7月 末～8月 末

69万円(航空運賃の変動等により変る

こともあります )

20名 (申込順 )

インストラクター4名 (医師含む )

1981年 11月 末までに下記宛に申込むこ

と(資料を送ります )

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル 506 日本ヒマラヤ協会

期

員

担金

時

負
　
　
定

申込み

この登山隊の旅行手続は、(欄西遊旅行が担当します。旅行業代理店業1976号

ネパール西北部クフリ0コ ーラの奥にあるサイパル東壁である。頂上のよう

に見えるのが 6,922mピークで、サイパル本峰の頂上は、雪煙がかすかに上っ

ているところである。Neta村のポーターは、サイパルをサイパルス、この氷河

のある谷をラマンと呼んでいた。           写真 :細 貝 栄
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特 集

インド・ヒマラヤ1979年の記録-2
稲田 定重

第114号につづいて 1979年の記録 (イ ンド隊、タト国隊の記録 )を紹介する。な

お、日本隊の記録は他の山岳誌にまとめられているので除くことにした。

1∝Ю年の記録については、 IMFに 登録された登山隊が、イン ド隊61、 外国
隊 62と過去の最高にのぼった。一度にのせきれないので折りをみて特集したいと思う。

資料 Indian Mountaineer ( IMF) - IM
Himavanta ( Culcutta ):Hv.
Ameri can Alpine Journal ( AAC ) -
AAJ

Alpine Journal (AC):AJ
Himalayan Journal (HC) -HI

記載順序

①国名・隊名 (イ ンド隊は国名省略 )

②隊長名と隊員数(隊長を含めて )

③記事

④引用資料名

なお、記録不詳のものが幾つかあるがあえて掲   5,884m(5月 14日 )、 C4を 5月 17日 に
載してある。                   6,286mに 設けてアタックした。

5月 18日 にG.Thinleyら 6名、 5月 20日 に

ン ツ キ ム・ ヒ マ フ ヤ         Phurh Tseri昭 (副隊長 )ら 6名、5月 21日に

G o Sherpaら 3名 、 5月 23日 、 G.Thinley ら6

1.Guicha(Q279m)、 P andim(Q691m)  名の計 21名が大量登頂した。
① Diganta(Culcutta)②  Samarendra Nath   5月 24日 に雪崩事故があったが死亡者を出すにい

Dhar 10名  ③ トランスポートの トラブルから両   たらなかった。
ピークとも断念した。 BC(4261m、 0彎 lakthang   S iniolchuは その美しさで世界的に知られてい

GL)、 Cl(4,591m)、 C2(4,947m、 Guicha    るが、登攀は、氷とナイフリッジの困難なもので
Laの下 )と 進め東稜をとったが 5,486mで断念   あった。この登山は近年のインド登山界にあって
し、Pandimに転進した。              出色のものであり、登山技術の レベルアップを実

C2を 5,181mの北稜上に設けたがひじょうな悪   証している。
天におそわれ断念した。              この登山学校の初代校長の Sanam Gyatsoは 、エ

Pmdimは、北々西稜から可能と言っている。ま   ベレスターの一人で、 1968年に亡くなっている。
た、Guichaは東稜からルートがとれるようであ   ④ IoM一 Nα 5
る。 ④ IM一NQ 5                3 Sim‐ 1(Q81lm)
2 S iniolchu(Q887m)           ①NC C ②Majo Pusmer Chnd(Parachute
① Somm Gyatso Mountaimeritt lnstitute    regiment)13名  ③ガントクからラチェンまで
(Gangtok)② Sonam Wmga1 42名  ③ BC   車で入る。30人のポーターとヤクで2隊 2ルート
をZemu Glの 4,818m地点に設置 (5月 7日 )、    に分かれキャラバ ン、 BCを Green Lake(4,876
Clを 5,049m(Sini01ch G1 5月 10日 )、 雪    m)に 設けた。 ABC(Zemu GL 5,181m)、 Cl
原の右の 5,290mに 5月 12日 、 C3を コルの下の    (5,486m)、 C2(6,217m)、 c3(6,583m)
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5月 27日 に Chering Nurbuを リーダーとして、

S.C.Pathak、 N.KoSub、 IIav.KoSoRahaが

午前 10時 30分登頂に成功した。 (東南稜 )

Simvuは頂上部分が幾つにも分れているが今回

登ったのは最高点である。 C)IM― NQ 5

カシミール・ヒマラヤ

4 Kun(■087m)

①西ドイツ ②Franz Bayerschmidt ③ 8月 12
日、 15日 に 2パ ーティに分れて登頂した。

④ IM一 NQ 5、 AAJ-1980

5。 Kun(■087m)

①オース トリア(オーストリア山岳会Graz支部 )

②Gerwalt Pichler 13名 (5名 の女性を含む)

③ Shaft氷河の4,395mに 6月 13日にBC設置。

Cl(5,000m)、 C2(6,000m)、  Clと C2の間
に200mを フィックス。、6月 20日 、BoErichら

3名が登頂、 6月 23日 にPichler ら女性1名 を

含む5名が登頂した。 ④ IM一 NQ 5
6. Barnai… II(6,290コ1)

①英国 ② Jim Curran 5名  ③ 8月 29日 、
Barnaj Nallaの 4,114mに BC設置。 Bar:|ョ j―

Ⅱ南峰の南稜から2回のビバークでアルバインス

タイルによって登頂を試みたが悪天候に阻まれ南

峰に達しただけで終った。 ④AAJ 1980
7.Bra mmah一 Π(Q485m)

①英国 ②Mo Anthoine,Blll Batter,Joe
Brmm,Pete Minks ③5,486mの 南西のコル

にキャンプをのばしたが悪天候と新雪に阻まれ断

念した。 ④AAJ 1980
8.Brammah'8 Wife(5,405m)

①Poland ②Ryszard Uttanek 3名  ③ 9月
15日 に第 2登成功 ④AAJ 1980
9 Brammah's Wife(a405m)
①英国 ② Anthony WheatOn 6名  ③Wifeと
Ei"r(5,513m)両 峰のアルパインスタイル登攀

をめざした。ブランマー氷河の3,657mに BCを

設けたが悪天候に会い第1次アタック失敗、第2

次のWheatonと R.Hesterが ビパークのあと9月

17日 に登頂 した。 (第 3登である )

④AAJ-1980

lQ Kun(■ 135m)

①オーストリア ②2名 ③ IMFの許可をとら
ずに試登した。 ④AAJ-1980
11. P.6013(6,013m)

①ポーランド ②Marusz Koras 5名  ◎アイ
ガーの東の無名峰、初登頂 (9月 )④ AAJ―
1980

12.Nun(z135m)

①イタリー ②Alberto Re 10名  ③女性 3名
を含む。 9月 26日 BC設置。スキーを使用し、東

稜から6,000mに 達したがルートが困難なため転

進。White Needle(6,700m)に 10月 6日 、Re

A.Boscolo,Gigi Borsaniの 3名が登頂した。

13.Nun(■ 135m)

①スペイン ②ホセ●ロドリグス15名  ③北稜
にC4まで設けたが 6,600mで断念した。④岩と

雪第 81号

14 Gulap Kangri(■ 900m)

①西ドイツ ②不明 ③登頂 (8月 )④ IM―
NQ 6

lS Parcha Kangri(6,030m)

①西ドイツ ②不明 ③登頂 (7月 )④ IM―
NQ 6

16. Pinacle Peak(6,952rn)

①フランス ②Geo郎、 Rivier ③ 7月 ～9月 、
不成功 ④ IM一 M6
17.S tOk Kangri(Q150m)

①西ドイツ ②不明 ③ 6月～7月、登頂
④ IM一 NQ 6

13 Stok Kangri(6,150m)

①西ドイツ ②不明 ③ 8月 ～9月 、登頂
④ IM一 NQ 6

ヒマチャル・プラディシュ・ヒマラヤ

19. CB-13(6,264m)

①英国 ② Jos.whaley 3名  ③ CB山群の三

角地帯の最高の未踏峰。 6月 25日 にロータン●パ

スを越え、付近の 15,000～ 16,000フ ィートの山で

順応行動をしたのちタング谷氷河の末端 4,572m

に BCを設けた。
7月 10日 から登攀を開始したがE.s telhが 6,096
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mに達して退却した。 Stel鳳 は肺水腫を起した。   ①カナダ ②Dilsbr S,Virk 7名 (女性2名
④ IM―NQ 5                   を含む)① Dudh Nalaの 3,870mに 10月 1日
2Q DeO Tibba(Qoolm)          にBCを設け、ABCは Dudh氷河とSribnta氷
①ポーランド(Moscovian Mountaineering     河の合流点4,572mに 建設した。Cl(5,181m)、
C lub)② Andrzej Zboinski ③ 6月 ～7月 、   C2は 北稜の5,638mに 設け、北東稜を経て10月
不成功、詳細不明 ④ IM一NQ 6          4日 4名が登頂に成功した。C2か ら9時間を要
21.Monthosa(Q444ェ )            した。
① オース トリア ② Glmter Gmber 7名       なお、リーダーの Virkは 、 1959年に Devistan
③ミヤール●ナラから北東面新ルートをめざした   '75年に鏃腱rOgarOhiniな どに行っている。
がルートが見つからずウルガス●パスからのルー   ④ IM― NQ 5
卜に変更したo                   25 Thalay Sagar(6,904m)
7月 27日 に4,270mの BCを出発し、アルパイン   ①アメリカーイギリス合同隊 ② John Thackray
スタイルで 7月 29日 に登頂、ビパークの後 1日 で   4名 (ア メリカ人=3、 イギリス人=1)
BCに もどった。 ④岩と雪第 81号        ③ポーター トラブルや悪天候のためキャラバンは

22.Mulkila‐■バQ517m)、 K■―I(6,157m)  ガンゴトリから10日 を費した。 Keぬr氷 河上部
①英国―インド合同隊 (空軍隊 )② Wing Com   の 4,880mに ABCを設け、ここからアルパインス
ーdro N.M.Ridley 21名  ③ 8月 24日 にミラ   タイルの登攀を開始した。ルートは北壁と西稜の
ソ・ ナラの4,270mに BCを設置。 26日にCl    間の北東クーロワールにとられ、雪崩の危険にさ
(5,030m)、 28日 にC2(5,580m)を設けた。     らされながら2回 ビパークし、 6月 19日に6,100
30日 、2パーティに分れて南稜から登頂を試みた   mに キャンプを出した。
が落石が多く断念、 31日 にEoRo"rsと P.N.  チャンガバンに似た頂上岩壁の登攀は極めて困難
Taylorが登頂した。                であったという。

このあと、コア・ ラング谷に移動し、9月 8日    9月 23日 、ThaCkray、 Pete、 Thexton、 R呼
5,244mに BCを設けた。南東稜のClか ら9月    Klirieldの 3名が登頂に成功し、ビパークの後、
14日 にRorrs、 Taylor、 R.Francisが KR-1   西稜からKedar氷河に下った。
に登頂した。 ④ IM― Nh 6 岩と雪第81号      この山は、ガルワール●ヒマラヤにおける第 1
23 White Sail(Qを蛉m)、 Devachen(6,187m)級の未踏峰としてねらわれていたものである。
①オーストラリア (ニ ュージーランド山岳会所属) ④ IM一 NQ 5、 他
② Peter S.Allen 6名  ③東トス氷河の4,220   26.Trisul(■ 120m)
mに BC設置(9月 24日 )、 Allenら 3名がラッ   ①イタリア ② Al=usto Zanotti 12名 ③ BC
シュアタックを敢行したが天候悪化で 6,100mで    をNanda Guntiの近く4,267mに設け、南壁から
断念した。 (ビパーク1回 )           の登頂をねらった。Clを 5,181m、 C2を 5,943
Ed.Ne“ 、Gary Willsは Debacheを試みた   m、 c3を 6,400mに進めた。 しかし、ひどい降
が雪が多く断念した。               雪のためフィックスロープがかくれ、その後嵐に

この後、A.Roぬ fieldと M.Rtti昴er"rが 再び   見舞われたため断念した。 ④ IM― NQ 5
Whiee Sailに 向かい 10月 4日 に登頂した。     27.DШ ngiri(z066m)
Arlen、 Neve、 Willsの 3名も10月 8日 に登頂   ①フランス ②Alain Gautier 6名
に成功した。 ④ IM一 NQ 6 岩と雪第81号     ③Ramani氷河の 4,328m地点にBCを設けた。

C2(5,760m)、 C3(6,583m)とづ―すめ、6月 13

ガ ル ワ ー ル・ ヒ マ ラ ヤ        日と14日 の2度アタックを試みたが雪の状況が悪

く、また、キャンプ位置の低さもあって登頂に失

24.S rikanta(Q133m)          敗した。 ④ IM一 NQ 5
-3-



28 Rataban(6,130m)            ―riの登頂を断念したあと転進し、6月 14日、4

①ニュージーランド=イ ンド合同隊 ②登山班は   名が北東稜から登頂した。
c01.Bahant singh sandhl、 カメー班は、    34:Dmagiri(■ 066m)Bη ial K崚 (a188m)

Graeme Dingle(ヒ ラリーの颯Ocean to SIγ "   ①西ドイツ ② Deiter Sause ◎Dumgiriは
のメンバー)15名 (ニ ュジーランド側は女性 3   失敗、帰路、Reniの南にあるBugial Kot(Bug

名を含めて7名 、インド側は女性2名 を含めて8   -ial Koti)に 登頂した。9月 ～ 10月

名 )③ 8月 17日 にジョシマートを出発、 23日    ④ IM一 NQ 6
tt花の谷 "に BC設置。 9月 3日 C2からD ing   35.T risul(■120m)
―leら 4人の第1次アタックが行われたが頂上直   ①西ドイツ ②Ewald EoRuf 09月 ～ 10月 、
下 100mで断念した。同日、第2パ ーティも女性   登頂成功、詳細不明 ④ IM一 NQ 6
隊員 1人が負傷して失敗、翌日、Capt.L oSingh、    36.T risul(■ 120m)

R.Buttonが フィックスを多量に使用して午後3   ①オーストリア ②Marcus Schmuck ① 10月
時30分に登頂した。                ～11月 、登頂成功、詳細不明 ④ IM― NQ 6
9月 5日 、Dingleら 3名 (女性1名 )が夜を徹し   37.Vasuki Parbat(6,788m)
て登り、 6日早朝に登頂した。           ①英国 ②N.GoClea℃ r ③East Wales E神 .

このあと8人が付近の無名峰に初登頂した。     9月 ～11月 、不成功、詳細不明 ④ IM一 NQ 6
9月 18日にジョシマートにもどり第2パ ートの   38 Bhagirathi― I(6,856m)、 Ⅱ(Q512
河下りを開始した。                   m)、 Ⅲ(6,455m)
5台のカヤックカメー(ニ ュージーランド製 )と    ①チェコスロバキァ ② l収 .z.Lukes ll名

lir鍔l乳Ъllf零 雲 軍理

を

』[ 69月
21日、Nttd田山二(4100m)に BCぬ け

成功した。 ④ IM一NQ 5             Cl(5,300m)か ら
アタックした。

29 Mrigthuni(Q855m)         10月 1日、Lukes、 J oS tra●げ、J.Vithaの 3名

①スペイン ②Angel Sanchez Garcia 5名     がビバ
~ク ~夜の後Ⅱ峰に登頂、帰路ビバークの

③ムリットニ氷河の下3,900mの Sunramに Bc   tt B Cに 帰着した。

を設け(9月 13日 )、 氷河左岸の4,500mに ABC   東壁を経て北稜からI峰 を試みたLukesら 3名は
をおいた。                     ルートの困難さから北稜上の支峰(6,556m)に 登

9月 20日 から南壁にとりついたが雪崩によって1   り(「 P.シ ュヴァルツ●タワー」と命名した)I

人が負傷し、23日 に5,900m地点で断念した。南   峰登頂を断念した。
壁の高度差は 1,600mと いう。④ IM― NQ 6、      Lukesらは 10月 7日 Ⅱ峰を試みビパークの後、8

AAJ-1980                  日に登頂した。

3Q Bethartoli Himal(Q352m)      39 Bhagirathi― I(Q856m)

①スペイン ②Frarisco J.Uagarte       ①フランス ②Louis Drouot ③ 5月 ～6月 、
③ 7月 ～8月 、不成功、詳細不明 ④IM一M6   不成功 ④IM― NQ 6
31. IChangabang(6,864in)               40. Black Peak(6,316m)

①アメリカ ②Dders Gowans ③ 8月 ～10月   ①アメリカ(山岳旅行登攀クラブ)② Talbot
不成功、詳細不明 C)IM―N06          Bielcfeldt ③バンダール●プンチⅡ峰とも呼
32.Dunagiri(■ 066m)           ばれる。 8月～10月 、不成功、詳細不明
①ポーランド(医学会山岳会)② Grzeprz    ④ IM一 Nα 6
Benk ③ 8月 ～9月、不成功、詳細不明 ④1   41.Kedarnath(6,940m)
M一 NQ 6                    ① ポ ー ラ ン ド(Warsa山 岳 会 )② DroJan

33 Hanuman― North(Q014m)      Zaumr ③不成功、9月～10月 、詳細不明
① フランス ② Al鑢 Gtttier 6名  ③ Dmagi   ④ IM― NQ 6
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※ 補  遣

O NQ31の Dabrs Gowans隊 は、 Changabang
南西稜の 5,791mで引返している。(AAJ―
1980)

0 1978年 に Devistaと Devitollの 間にある
P。 6648(秋田隊が 79年に初登頂 )を 試み
たポーランド隊 (Stanislaw zttmt Zdr
―ojewski隊 長 ら8名 )は、 C2を Devitoli

|―― 原 稿 募 集
ニュ~ス  ヒマラヤ (中央アジア含む )各地の社
会情勢、現地事情 (入山事情 )、 登山隊の動勢な
ど。

紀行 遠征、旅、 トレッキング……・ヒマラヤとそ
れをとり囲む地域のものであれば、何でも結構で

す。採用分には粗品を進呈致します。

とのコル(6,004m)に 設け南西稜から登頂をめざ

したが稜線の状況が悪く引返した。帰国後、日本

隊 (HAJ)、 他に問合わせした結果、彼らが引
返した地点は 6,350mの稜線上の小岩峰であるこ

とが判明した。

※ 1980年の記録については、年内に特集する予

定である。

日本からヒマラヤから ヒマラヤからの便り、ヒ
マラヤについて日頃思っていること、HAJや 編
集部に対する提言などもお寄せ下さい。

◎送り先〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1-
506日本ヒマラヤ協会「ヒマラヤ」編集部

ヒマラヤ登出の専門家

S■冒■lL
並ぶものない山岳サービス

★ インド政府許可証

★ 通 関 手 続

★ 交 通 機 関

★ ポ ー タ ー

★ ハイポーター

★ デラックス食料賄い

★ テント宿泊用具

★ マウンテンガイ ド

ヽ

SI丁A
F-12,
Cable

Aヽ′ORLD TRAVEL(!ND:A)PVT. LTD
COnnaught Place,New iDelhi-110001, In d ia
SITATUR PhOne: 45961 Telex:2823

日本代表

フアー イースト エンタープライゼス
東京都港区北青山 3丁 目6番 18号  青山共同ビル ● 407-810o(代 表 )
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■■■ HIMALAYA NEVVS

昭和 56年度

日本 ヒマ ラヤ協 会理事会報告

1.日時 昭和56年 5月 17日 (日 )午前9時 15分

～ 11時 30分

2.場所 日本ヒマしヤ協会事務所
3.出席者 山倉洋一、稲田定重、内田嘉弘、藤

江幾太郎、黒川篤、小林英見

(ォ ブザーバー)西 郡光昭、高橋亭夫、緑
川恭子、細貝栄

(委任状提出者 )柴 田金之助、岩水竜峰、

山森欣一、角田不二、清水澄、近藤龍

良、堀内立三  (欠席 )藤 井毅

4.議事

議長を山倉副会長がつとめ、総会提出全議案

に関して検討し了承した。

なお、事務処理につき幾つかの提案があり、

改善につとめることにした。

昭和 56年度

新役 員名簿

○理事

柴田金之助 (会長 )、 山倉洋一 (副会長 )、

稲田定重 (専務理事 )、 山森欣一 (事務局長 )、

岩水竜峰、角田不二 =以 上、常務理事

堀内立三、近藤龍良、小林英見、内田嘉弘、清

水澄、藤井毅

○監事  藤江幾太郎、黒川篤

≪大阪≫

山岳書フェア開催さる

場所 大阪紀伊国屋梅田店
日時 6月 10日頃～3月 末頃

大阪紀伊国屋梅田店において、大々的な山岳書

フェアが開催されます。約 600種ほどの山岳書計
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約 2,000点が陳列されます。

特に今回のメインは、全国的に山岳会誌、会報等

(個性的、実のあるもの )をできるだけ集め、情

報を必要としている読者に即売の便を計りたいと

いうことです。

ネ パール新 オ ープンピークヘの

申請状況

去る4月 に発表されたネパールの新オープンピ

ークヘは、未解禁時代に既に幾隊かの申請が出さ

れている。

この申請に対して、ネパール観光省はあらためて

問い合わせている。以下はそのあらましである。

Bhrikuti(6,720m)日 本

DOrie Lakpa(6,990m)日 本 (3)

Gurja Himal(7,193m)イ タリア

Karyolung(6,51lm)日 本

Langtang Ri(7,239m)ア メリカ、 日本 (2)

Nepal Peak(7,168m)フ ランス

Oh=直 Kangri(7,028m)日 本、スペイ ン

Phurbi Chachu(6,658m)日 本

Ch0 0yu(8,153m)フ ランス、アメ リカ、イタ

リー、イギ リス、スペイ ン、ポーラン ド、日

本

Himlung Himal(7,126m)日 本

LhOtse shar(8,51lm)イ ギ リス、ポーランド

ROc Noir(7,485m)ス エーデン

chOlatse(6,440m)ア メリカ



HIMALAYA NEWS IIII:

銭塘江の高潮退治 一 」、大日本絵画、 198103、

292p、  8p、  1,800 Pl。

⑩ジョアン●デ●バロス●著′/池上琴夫・訳/生

田滋・訳注、「アジア史(二 )」 、岩波書店、

①ROAOニ コルソン著/中村潔・訳、「イスラ   198103、 ×|、 499p、 30p、 5,600円 、(「大航
―ム神秘主義におけるベルソナの理念」、人文書   海時代叢書・第Ⅱ期」第3巻 )。
院、198103、 226p+Ⅲ、1,500円。        ①下店静市、「下店静市著作集・第一巻(芸術史
②本多恵、「サーンキャ哲学研究・下」、春秋社、  からみた東西文化交流史)」 、講談社、 198009、
19810 、9,000円。                 図版+386p、 6,800円。
③向坊隆他・編著、「東京大学公開講座―山一」、  ⑬井原徹山、「印度教」、大東出版社、 198102、
東京大学出版会、198103、 vl、 283p、 1,200円、  写真、 3、 4、 16、 600p、 7,800円 、 (第二版。
(「東京大学公開講座」 32)。           中村元のあとがき付 )。

④ リンヨン●ティッルウィン著/田辺寿夫・訳、   ⑩キプリング他著、「世界動物文学全集・第29
「死の鉄路一 泰緬鉄道ビルマ人労務者の記録一」  巻」、講談社、198103、
毎日新聞社、 198103、 379p、 1,300円。      ④浜野安宏・文/内藤忠行・写真、「地域風俗曼
⑤長崎暢子、「インド大反乱-1857年」、中   陀羅」、神戸新聞事業社・発行/神戸新聞出版セ
央公論者、198103、 232p、 480円、 (「中公   ンター●発売、 1981・ 3、 243p、 2,900円 、(写
新書」 606)。                  真集、ラダーク・ カシミール●ネパール●インド

◎都竹武年雄、「蒙古高原の遊牧」、古今書院、    etc)。
198103、 230p、 1,300円。            ②長尾宏也/著、深田久弥・序、「山の隣人」、

⑦
一
、「インド憧憬」〔伝統と現代〕第70   本耳社、 198103、 248p、 5,500円 、(昭和10年

号、伝統と現代社、 1981・ 3、 800円、(雑誌の   竹村書房版の復刻版 )。
特集号 )                    ②杉本光作、「私の山・谷川岳」、中央公論社、

③松本亮、「マハーバーラタの蔭に一 続ジャワ   198104、 353p、 1,400円。

影絵芝居考一 」、フヤン協会、 1981・  、     ②瀬戸内寂聴、「ブッタと女たちの物語」、講談
C>Jヽ西正捷、「多様のインド世界」、三省堂、    社、 198104、 237p、 980円。
198103、 293p、 1,800円、(「人間の世界史・   ②岡部牧夫・岩間雅久/著、「人が野山を歩くと
第八巻」 )。                    き」、評論社、198104、 254p、 1,400円、

⑩木村雅昭、「インド史の社会構造」、創文社、   (「 野外への扉 01」 )。
198102、 3、 530、 14p、 7,000円。        ②平山郁夫、「平山郁夫自選画集」、集英社、
①黄就順・著/山下龍三 0訳、「中国現代地理-   198104、 186p、 別丁貼込カラーロ絵一丁(B
その自然と風土一 」、帝国書院、 1981・ 1、     3版 変型148,000円。
534p、 4,500円。                 ②N・ ディーレンファース他著/西堀栄三郎・宮

⑫上村勝彦、「インド神話」、東京書籍、19810  下啓三・ 日本語版監修、「図説百科・山岳の世界」
3、 286p、 写真、 1,800円。            大修館書店、19810 、 18,000円 。
⑩三杉隆敏、「私のイスタンブール」、六興出版、  ②石井淳、「ネワール村落の社会構造とその変化
198103、 222p、 1,500円。            一 カースト社会の変容」、東京外国語大学アジ

⑭蔵原惟人・監/川本邦衛・松山納・編訳、「世   ア・ アフリカ言語文化研究所、 1980・ 12、 336p、
界短編名作選・東南アジア編」、新日本出版社、  、非売品(国費刊行物 )。
198103、 328p、  1,300円 。

①伊藤清司・編訳/森雅子 0訳、「中国の民話―
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日本ヒマラヤ会議集会報告

札幌会場

4月 5日 (日 )

大通り公園には厳しかった冬をしのばせる黒ず

んだ雪が残っていたが道路には土ばこりが舞い、

春の息吹きが感じられた。

会場の札幌市社会教育センター会議室は、テレ

ビ塔近くのパスセンターの一階。まとまりのよい

ことでは定評のあるHAJ北 海道グループが中心
とあって、会場はほぼ満杯の35名の参加者となっ

た。午前10時に開会、世話人の中川氏の司会で、

大崎評議員のあいさつ、稲田専務理事の主催者あ

いさつのあと会議日程に入った。

内容のあらましは次のとおりである。

<登山●トレッキングに関する最新事情=稲田定

重氏>
ネパール、インド、プータン等に関して、国内

の一般政情、隣接諸国との関係などから話題に入

った。それらが我々の登山や トレッキングにどの

ような影響を及ぼしているのか、或いは、将来ど

のような方向に動き、影響がもたらされるかなど

についての話であった。

登山の世界が決して切り離されたものではなく、

政情などと不可分に関わっていることが理解され

た。

ついで、各国の登山事情と地域事情、レギュレ

ーション、解禁の動きなど、登山 ●トレッキング

そのものに関する実情や動き、方向の話があった。

ネパールにおける トレッキング許可で登れる山の

問題点にもふれた。

<ヒ マラヤをどう登るか=小西政継氏  13:00

～ 16:15)>

わが国の登山界にあって現役として常に最先鋭

の実践を継続されている山学同志会の小西氏を会

議の講師に迎えたことは本会議の意義を更に高め

るものであった。

1969年日本山岳会のエベレス トにはじまり、

80年 カンチェンジュンガ北壁にいたる氏の数々の

遠征の中で培ってきた実戦的タクティクス、理論

は参加者にとって感銘深いものがあった。

同志会における会員養成の方向は常に最強の登山

者の育成をめざしていること、基礎的な体力 0技

術・意思力の蓄積の度合がその者の伸びる限界を

規定してしまうことなど、説得力ある話がなされ

た。

氏のユーモアたっぷりで肩ひじ張らない、しか

し、豊かな示唆に富んだ話は、遠征裏話と合わせ

て時間を忘れさせた。

タクティクスに関する突っこんだ質問、あるいは

氏の考えに関しての質問なども沢山出された。

しかし、氏からの本当の話は、居酒屋に会場を移

した夜の部において出されたようで、参加者一同

大いに酒量をあげることになった。

なお、この会議開催にあたって、大崎さん、中

川さん、阿部さんをはじめとするHAJ北海道グ
ループの皆さんには大変お世話になりました。

-8-

活発な質疑、夜の部も盛会



No.4
4月 11日  天候が崩れてきました。ヤルン谷    4月 17日  一日中降雪と強風が吹き荒れまし
下流に雲が湧き出すと午後には雪となります。登   た。雪は湿雪で暖かく不気味です。山田パーティ
山は本隊々員の順化期間に入っていますので、先   ―に代わって尾形パーティーが最先端に出ました
端は伸びません。                 が、内 1名が軽い凍傷になっていました。
4月 12日  Clへ の登路は、そのほとんどが    4月 18日  今日一日降雪。湿雪である。ラジ
が―スキャンプから望見することができます。隊   オ放送によれば昨日首都カトマンズにも35mの雨
員、シェルバで10数名が行動しますと、ルー ト上   が降ったとかで、この雪も偏西風の影響かと考え
には点々と途切れることなく人影があり壮観です。   られます。
夜は今後の予定についてミーティングです。       4月 19日  2日 間のラッセル (ヒ ザ上 )の末、
4月 13日  特選隊の山田パーティはABC    尾形パーティーはヤルン0カ ン側C4(WC4)
(C3約 7,300m)の グレートシェルフに入りまし   7,800mに到着。 C3では 1回だけ 3人で 1本の
た。日本からのメールが届き、ベースキャンプは   睡眠用酸素を吸うことが出来ます。夜には、アタ
戦場のようです。いっもながら遠いヒマラヤの高   ック前までの再編成チームを発表しました。
所に届く日本からの便りは嬉しいものです。しか    4月 20日  強い西風が吹きましたが久し振り
し、困ったことに一通も届かないメンバーもいま   :こ晴れました。尾形パーティーによってWC4
す。現在、当隊には 3名がおります。        (7,800m)を 建設。 3人はそのまま入りました。
4月 14日  いよいよ主峰側、ヤルン●カン側   困ったことに、ジェネレーターが 2台 とも不調とな
と分かれてルートを仲ばす段階に入って来ました   り、カトマンズとの交信も絶えてしまいました。
ので、隊長、副隊長、縦走隊長と3名にて詳細な    4月 21日  今登山で一番の快晴。尾形パーテ
打合わせをした結果、ファイナルキャンプヘの到   ィーは、ヤルン●カンの大ルンゼに入り遂にファ
達は、一回にして、休養後アタックに入ることに   イナルキャンプ予定地 (約 8,200m)に 到達。フィ
なりました。徐々に不調者が出て、パーティ編成   ックスェ作を終了しました。このEXPで 初めて
も少しづつ変わって行きます。グレート●シェル   8,000m台に到達。しかも、ヒザ上のラッセルと云
フ(7,300m)ま では、なるべく多くの メンバーに   う困難な状況の下でした。明日は主峰側C4へ山
均等の機会を与えるため、不調者も途中で止める   田パーティがルー トエ作の予定です。
ことなく順化期間を与えていますが、作戦の後半         雪崩絶えない BCよ り(山森・記 )
になると、どうしても一回調子を崩した者は、口    4月 22日  尾形パーティーに代わり主峰に向
―ティションから外れていかざるを得ません。こ   かった山田パーティーはC4(7,850m)予 定地ま
の辺も高所登山の難かしいところです。       でのルー トエ作を終了。

4月 15日  山田パーティが、ヤルン●カン側    4月 23日  山田パーティーは、C4を設営し
C4(7,800m)に到達。「鎌」と呼ばれている大   更にC5へ向けて 5Pルートエ作。
きな雪田を横切った形でヤルン●カン頂上に直接    4月 24日  山田パーティは約 8,300mの 地点
つき上げている大ルンゼの末端です。        1こ 達しここをC5予定地とした。 トップの片岡の
4月 16日  普通の登山ですと、このC4設営   み酸素を吸い、山田、藤倉は、酸素なしでそれぞ
すれば、もう頂上に立つことは時間の問題です。   れボンペ 1本 を上げる。
事実昨年のメキシヨ隊は、この下のC4か ら頂上    4月 25日  交差縦走として両ピークから各 2
ヘアタックしています。 (も っとも3名のうちシ   名が縦走、これをサポー トして両ピごクに各 3名
ェルパ 1名のみ生還し隊員 2名 は行方不明となり   が登頂するというプランですが、合計10名が酸素
ましたが )しかし、我々のような、トラバースをし   を吸って同時行動する予定なのですが、これに必
ようとする隊にとっては、これからが正念場です。  要なエコノマイザーが11個行方不明になりました。
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大問題です。

4月 26日  3日 間続いた好天も24日 から雪と

なり、ルートも埋ってしまいました。この日はヤ

ルン0カ ン側C5へ飛田チームが酸素なしで 10

りの荷上に向かいましたが、7Pでダウン。無念

の涙をのみました。主峰側C5へ保坂パーティが

向かいましたが、2名が酸素を吸ってルートフィ

ックス、1名が無酸素でボンペ1本 を荷上げしま

した。このところの雪でフィックスのある所はヒ

ザ上のラッセルで堀り起しが大変です。 8,000m

を越えての深いラッセルに悩まされています。

4月 27日  昨日無酸素で 8,000m上 の荷上げ

をした飛田隊員が腹痛から体調を崩しC2泊 り。

上部で行動した 6名がラムゼーに休養のため下り

ました。八木原パーティーの 2名 は、酸素を吸っ

て昨日飛田パーティーのデポした荷物をC5へ荷

上げ。

4月 28日  両C5へ最後の荷上げのためシェ
ルパ 6名が両C4′ 入ヽった。

4月 29日  シェルでの 2チ ームはそれぞれの
ファイナルキャンプヘ各 6本の酸素ボンペを荷上

げしてくれました。これでほぼ交差縦走態勢が整

った訳ですが、これ以後アタック隊が上部キャン

プに入るまで 1週間の期間があきますのでこの間

にルー トが雪に埋もれてしまう公算が大となり心

配しています。

4月 30日  当初体調を崩したメンパーは、組
まれたローティーションに従わざるを得ませんの

で、隊の最前線に出れなくなりました。その4名

が、今日から上部キャンプに向かいます。

5月 1日  ラムゼーや TP、 Cに休養に下って

いた 14名 の隊員が BoCに戻りにぎゃかです。 リ

ーダー会を開いて、最終のアタック態勢を協議し

ました。 4時からはメンバーの発表です。縦走者

として指命された 4名。それをサポートして順調

であれば登頂者になる 6名。これ以外のメンバー

も最終段階のサポートとしてそれぞれ上部キャン

プ入りをして縦走を助けることになります。

5月 2日  明日のアタック移動に備えて、囲炉

裏のあるダイニングでは、靴の手入れ、両方の頂

上に立てる測量用ポールの準備に余念がありませ

ん。

5月 3日  ABCか らC4への最後の荷上げに

向かった隊員 4名 シェルパ 2名は、ABCのすぐ
上の壁で雪崩に遭遇してシェルバ 1名が負傷しま

した。このEXPで初めての事故です。負傷の程

度はたいしたことはありませんでしたが、このた

めC4への荷上は翌日に延ばしました。
アタック隊 10名は上部キャンプヘ向けてBoC

を発って行きました。

5月 4日  昨日、雪崩にあったパーティーによ
るC4への荷上は結局、キャンプヘとどかず途中

にデポされることになりました。

5月 5日  学術班 4名がベースキャンプに勢揃
いしました。

5月 6日  昨夜来の積雪が約 1(bKB.C)AB

Cでは40～ 50mで、・アタックに向かうかどうか

で意見が分れました。隊長の私は本日C4入 りを

希望しましたが、現場の意見は圧倒的に待機です。

結局この日は待機となりました。

5月 7日  アタック隊は C4へ移動しましたが、
先日デポした酸素ボンペ等はすべて雪崩によって

流失してしまいました。 C4も しばらく留守にし

ていたため倒壊してしまいました。デポ品を整備

した結果、主峰側は被害なし。ヤルン 0カ ン側は

酸素ボンペ 1本が空になっていました。これでヤ

ルン0カ ン側は 4本の酸素ボンベで今晩と明日を

やりくりしなければならなくなりました。.

5月 8日  酸素を吸って快調な主峰側隊員は午
後 1時にはファイナルキャンプ2張を設営して入

りました。 5人で 4本の少ない酸素しかないヤル

ン●カン側は午後 7時ようやくテントを張り終え

たのでした。

5月 9日  アタック日。それぞれのファイナル

キャンプは午前 4時スタートで、酸素を吸いなが

ら頂上に向かいました。本日は絶好の登攀日和。

しかし、両隊共、8,300mを越える高みでヒザ上

のラッセルに悩まされています。主峰側はついに

頂上に着く前に 2人の酸素が切れましたが、頑張

って11時 50分遂に頂上に立ちました。 早速、測

量用ポールが頂上の左 7mに建てられ、コーナー

台地で待機していた学術班によって確認されまし

た。

ヤルン●カン隊は、12時 30分頂上に立ちまし
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た。いづれもファイナルキャンプから約 8時間と

云うアルバイトを強いられた訳です。ヤルソ●カ

ンの頂上にも測量用のポールが建てられました。

さしもの好天もこの時にはガスを供って頂上付近

は見えませんでしたが、その後ガスの切れ間から

学術班によってこのポールも確認されました。

さて、縦走です。しかし、さしもの猛者達にと

っても、このアルバイトで、これから未知の稜線

をトレースすることは大変なことです。隊長の私

は万感の想いを断ち切って「縦走中止」を決定し

ました。それぞれの頂上で泣声が上がります。し

かし、8,500mの 高みで勝ちのない賭はしたくあ

りませんし、何よりも「後悔しない」ことをこの

登山の中では貫いて来たのです。

下降は苦しいものです。この原稿を書いている

午後8時現在、ヤルン●カン側の5名 とサポート

に出た隊員2名はABCに帰えっていません。
「 8,500mの 高みでの トラバース」と云う男の

否、岳人のロマンに賭て来た多くのメンパーにと

ってのこの5年間の総決算 (否半決算かも知れま

せんが )は、それぞれのメンバーの胸中で計かっ

てもらう以外に術はありません。

モンスーンの襲来を告げる背高雲の湧き立つ中

を8,500mの 高みから下山する若者達は、きっと

この5年間の トラバースヘの生みの苦しみを引き

継いで新鮮でロマン湧れるヒマラヤ登山を実践し

てくれるでしょう。

夏の訪れを感じるベースキャンプにて

(山森・ 記 )

◎登頂者名

〔主峰〕保坂、山田、藤倉、片岡、鈴外(茂)、 ニ

マ ●テ ンパ

〔ヤルン●カン〕八木原、尾形、飛田、八嶋、角

田

カンチェンジュンガ学術隊

ヤルン・カン,カンチ

主峰頂上測量に成功

五百沢智也氏を隊長とする学術部門第 1次隊か

ら届いた通信によると、見事両峰の測量に成功し

たという。

ヤルン 0カ ン、カンチェンジュンガ主峰をヤル

ン氷河の基点から測量し、これを直接水準測量路

線と結合することによって正確な高度を出すこと

は、登山史上の興味ばかりでなく学術的にも画期

的な意義を持つことである。今回の第 1次隊の主

目的の一つはこの頂上測量にあったわけである。

測量用ポールは長さ2mで、登山隊によってア
タック日の 5月 9日 、登頂と同時に頂上にセット

された。

ヤルン●カンでは真の頂上に、また、主峰は頂上

から7m離れたところに設置された。
主峰の真の頂上に設置しなかったのはこれまでの

慣例にしたがって登山隊も頂上を踏まなかったた

めである。 (カ ンチ主峰は地域住民にとって神聖

な山であり、頂上を踏むことは許されていない )

設置されたポールには標識旗が結びつけられ視準

を容易にした。

ヤルン氷河末端でこの瞬間を待ち構えていた学術

隊は、 トランシットで測量するとともに超望遠レ
ンズを設置したカメラでの撮影に成功した。ヤル

ン側頂上は一亘雲に隠れ気をもまされたが時間を

利用してとらえることができた。

ただできえも苦しいアタック隊が予定通リポール

を設置したことは高く評価されよう。登山と学術

とのコンピネーションプレーとして世界的にめず

らしい事例であろう。

また、登頂隊とポール、フラッグを写真と測量で

とらえたことは世界最初と思われる。

隊長の五百沢氏からの便りには「 とてもゆたか

な気持です」と書いてあった。

しかし、学術隊にはこれから氷河流動量の調査

や氷河地図の作成、地形分類調査、航空調査など

盛 りたくさんの仕事がひかえてある。何よりも直

接水準点と今回の測量ポイントを結ぶ直接水準測

量が残されている。
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本年度は、総会の時期をいつもより遅らし、縁濃い青山のアジア会館をはじめて

使いました。当日は肌寒いくらいの雨もよりの天候でしたが、次のような経緯で無

事終了しましたので報告します。

1.日時 昭和56年 5月 17日 (日 )午後 1時 20分
～ 2時 45分

2.場所 アジア会館会議室 (東京 )
3.出席者 本人出席17名 、委任状提出者297名、

計 313名。(定款第25条の規定により

1/3以上の出席により成立 )

4. ,!贋序

1)開会 山倉副会長が開会を宣し、柴田会長
に代ってあいさつした。

「 カンチェンジュンガ学術遠征隊は縦走を

断念したものの、ヤルン・ カン、主峰の登

頂に成功した。しかし、一般会務がかなり

おろそかになり、会員サービスが不充分だ

ったことを反省している。 56年 度は内容

の充実に力を注ぎたい」

議長には定款の定めるところにより山倉副会長

があたり、書記に緑川恭子さん (事務局職員 )、

議事録署名人に高橋亭夫氏、中垣淑子氏を選ん

で議事に入った。

2)議事

各号に関して稲田専務理事より説明がなされ

質疑に入った。

①議案第 1号 昭和55年度事業報告について
別紙報告を異議なく承認した。 55年度は、

カンチェンジュンガ特別事業の遂行に相当の

エネルギーが割かれ、一般事業を完全に実施

し得なかったことは反省を要する点であった。

②議案第 2号 昭和55年 度収支決算報告につ
いて

黒川、藤江両監事による監査報告のあと審

議に入 り、異議なく承認した。

③議案第 3号 昭和56年度事業計画について
56年度は、一般事業の充実ときめ細かい

会務運営をとおして会員への奉仕面を向上さ

せることに最重点を置くこと、また、「 ヒマ

ラヤ研究所」を具体化して本会活動の一方の

柱とすることなどの説明があり質疑を行なっ

た。

情報サービスの実情、今後の方法について

質問があり、これに対して情報問合わせはぼ

う大な量にのぼっていること、将来は、ヒマ

ラヤ研究所を軸にして能率的なシステムを作

って行く(コ ンピューター導入など)こ との

説明があった。

その他、特になく承認した。

④議案第 4号 昭和56年度収支予算について
別紙のとおリー般会計、特別会計予算の提

案があった。入会者は120名 (55年度実績

116名 )を見込んでいる。

なお、カンチェンジュンガ特別事業は独立的

に対応するものとして計上しなかった。

事務局員給与および役職員の旅費が不充分

ではないかとの指摘があった。職員給与につ

いては確かに充分でないが予算規模上やむを

得ないこと、旅費については管理費以外に各

事業費の中でみていることの説明があった。

その他異議なく了承した。

③議案第 5号 定款の一部改定について
本会定款第 5条の末尾に「なお、会費には

雑誌「ヒマラヤ」の購読料を含むものとする」

という字句を追加することが提案された。

理由として「 ヒマラヤ」が第 3種郵便物扱い
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であり、不特定多数を対象とする
無
雑誌 "と

みなされるものなので郵政の指導に沿った改

定である。

特に問題はないので異議なく承認した。

③議案第 6号 役員改選について
本年が理事、監事について全員の改選期に

あたっている。社団法人化が間もなく予定さ

れていることから(法人設立許可時の役員の

任期はその年度内となっている )現在の役員

体制をそのまま提起し、全員が再選された。

新役員の氏名は別項のとおりである。

5。 その他

なし。

(閉会 14時 45分 )
※ 総会終了後、同会場において、中垣淑子さ
んのスライドを使っての報告「ザンスカール

の山と人」を15時 40分まで行なった。

ザンスカールはあまり入った人もなく、ひ

じょうに興味深い民俗や風物が残されている

ところである。

和やかな質問も加えて楽しい時間を過した。

昭 和 55年度事業報告書

自 昭和 55年 4月 1日

至 昭和 56年 3月 31日

I.定款第 4条第 1項にもとづく事業 (ヒ マラヤ
に関する総合的な資料と情報の収集整理・保

存およびそれらの利用希望者に対する便宜供

与 )

1.情報管理事業

昭和56年度より「日本ヒマラヤ研究所」へ

全面移管を前提として下記の事業を行なっ

た。

1)会員内外に対する情報提供とトレッキン

グ・踏査・ 遠征計画の企画・立案等の指

導。

2)文献・諸資料のレファレンスサービス

(電子複写 )

2.日本ヒマラヤ研究所設置事業

設置のため下記の基礎的検討を行なった。

1)施設・ 設備の設置と運営計画の策定。
2)文献調査と調達開始。
3)研究および情報管理システムの検討。
4)財務渉外。研究所の設置運営に必要な財
政基盤確立のため、資金導入について交

渉した。

Ⅱ.定款第 4条第 2項にもとづく事業 (登山をは
じめとする野外活動と関連する諸分野に関す

る研究活動と成果の公表 )

1.調査研究事業
1)専門研究会活動の再編強化と会員登録。
ブータン研・ チベット研・ 東部ヒマラヤ

研・ ラダック研 ●ワハン研・宗教研・地

図研等の既存研究会の強化を図るべく努

めた。

2)事故防止対策の研究と調査。
遭難防止対策および事故調査についてま

とめて発表した。

2.出版事業 (研究・ 報告 )
1)カ ンチェンジュンガ仮報告書の発行 (55

年カンチェンジュンガ偵察隊 )

2)年報第 1号発行
3.関連学術事業

東部ヒマラヤ調査を計画したが中止。

Ⅲ.定款第 4条 3項にもとづく事業 (ヒ マラヤヘ

の登山をはじめとする野外活動・研究・調査

などの団体の派遣 )

1.カ ンチェンジュンガ学術遠征隊派遣事業
21名の本隊を56年 2月 に派遣し、登山活

動を実施中。また 5名の学術隊 (第一次 )

を派遣ネパール政府の後援のもとに学術調

査を実施中。55年 2月から偵察隊 (7名 )

を派遣した。

2.高所登山事業
1)サ セル●カンリ(7,672m)遠 征の具体化。
56～ 58年度 3ケ年事業で実施、本年度

は、許可取得のためインド側との渉外お

よびジョイントの交渉を進めた。

2)ガネッシュ●ヒマールⅡ峰 (7,172m)隊
の派遣準備。

56年 8月派遣を予定して実務準備をすす

-13-



めた。                       成。クン(7,075m)許可内定。

3)登山許可申請および取得。           4.野 外活動事業 (セ ミナートレッキング)

バンディム(シ ッキム)その他について、     1)第 2回セミナー トレッキング隊派遣。
56年 プレ以後の計画準備と渉外。          ネパール●ヒマラヤ、ロールフリン地域ヘ

4)ポス トカンチェンジュンガ計画の樹立と       20名 (イ ンストラクター2名含む)を 12月

渉外。                      ～57年 1月 (21日間)に派遣すべく計画

中期計画によるカンチェンジュンガ遠征       中。

終了後の次期計画の構想樹立と調査・渉     2)56年 4月～5月 、カンチェンジュンガ地

外活動を開始した。                域へ 20名 を派遣すべく準備を進めたが

3.野外活動事業 (セ ミナートレッキングを除       中止。
く)                     5,指 導・啓もう事業

1)ムスタン王国 (ネ パール)踏査隊派遣。      1)日 本ヒマチヤ会議の開催。 6月～56年 3

秘境といわれるムスタン王国に10名の隊       月、仙台・ 松本 0高知・ 福岡・札幌で、

を56年 9～ 10月 に派遣し広範囲の調査と        日山協との連携のもとに実施した。各会

登山を実施するため報道機関と提携し、       場 30～ 50名。

渉外を進めた。                 2)地 域ヒマラヤ集会の開催。水戸・長崎で、

Ⅳ.定款第 4条第 4項にもとずく事業 (機関誌そ       情報を中心に実施、各会場20名～30名。
の他の刊行物、登山・野外活動訓練事業、研     3)定 例集会。東京 (毎 月)0札幌 (隔月 )

修、各種の会合によるこの分野の健全な発達       0名 古屋で毎回のテーマにもとづいて開

をはかるための指導・ 啓もう活動 )          催した。

1.機関誌発行事業                 4)小 集会。各地で、要請および必要に応じ

「 ヒマラヤ」第102号～113号の発刊 (第       て開催した。
3種郵便物扱、毎月1日 発行、毎号24～       5)イ ンド●ヒマラヤ研究集会。インド登山

28ページ)                    財団総裁H・ C・ サリーン氏を迎えて行

2.出版事業                      う予定であったが氏の公務多忙のため中

1)年報「 HIMALAYA」 第 1号発行 (1       止。
月)お よび第 2号編集。             6)第 2回インド●ヒマラヤ会議の開催

2)英字誌「ザ・ ジャパニーズ 0ヒ マラヤン       1日 インド●ヒマラヤ情報交換会。55年隊

・ ジャーナル」第 1号の発行準備。 (57       の報告および56年隊の計画検討・研究。

年初めに第 1号発行予定 )             11月 (前橋 )70名 参加。

3.ヒ マラヤ登山学校事業               7)公 式報告会 ヒマラヤ登山学校隊(11月 )

1)第 4回 ヒマラヤ登山学校の実施。           スライドおよび映画。

インド●ケグルナート(6,940m)に イン     8)壮 行会。各隊について。出発 1ケ 月前に行
ス トラクター3名 を含めて20名 を9月～       なった。計画発表と地域事情伝達。
10月 (29日 間)に派遣し、19名がケダ   V.定 款第 4条第 5項にもとづく事業 (その他、
ルナー ト・ ドーム(6,830m)に登頂した。    前条の目的を達成するために必要と認める事
2)第 5回 ヒマラヤ登山学校の準備・訓練。     業 )
ナンダ 0カ ーート(6,61lmイ ンド)ヘイン    1,国 際交流事業
ス トラクター 4名 を含む13名 を派遣する     1)外 国代表の招請oイ ンド登山財団総裁H

計画で、隊編成と訓練および実務準備を       oC・ サリーン氏を招請し、パーティ、

推進中。                      懇談会および研究会を開催すべく渉外を

3)第 6回 ヒマラヤ登山学校許可取得と隊編       進めたが中止となった。
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I.一 |:支会計

収入の部

2)代表派遣。 ヒマラヤ諸国に代表を派遣し、
各国関係機関・ 団体との交流を行なう予

定で準備した。 (4月 に派遣 )

3)各国山岳団体・ 機関との情報提携。英・

米・仏・ スイス・ カナダ・ ニュージーラ

ンド●スペイン●ポーランド●ドイツ●

チェコ・ オース トリアその他と機関誌交

換および情報提携を行なった。

2.国内関連団体との協調

日本山岳協会、その他関係団体と事業提携

・協力・情報交換などを行なった。

3.組織の整備
1)社団法人設立許可申請。 55年 7月 に設

立許可申請書を提出した。

2)基本財産の充実。引き続き拠出金を募集
した。

3)執行体制の強化。専任事務局員1名の増
員を図った。

4.その他
1)運営諸規程・規則等の整備。法人として

必要とされるものの整備。

2)事務整理。事務処理方式の合理化。

昭和 55年度収支決算報告

自 昭和 55年 4月 1日

至 昭和 56年 3月 31日

勧   定   科
予 算 額 決 算 額 増・減 (△ )大 科  目 中 目

繰 入 金 収 入 (1,215,0∞ ) (380713) △834,287
1,2∞ .0∞ 349.6(X

15.0∞ 31.113

前期繰 越収 支

差額収入

1.397) 1.397)

1397 1397

計 16,9“ ,397 19,6お ,764 2.6".367

支出の部

(単位  円 )

Ⅱ.基本財産会計

収入の部

励 定 斗 目 予 算 額 増・減 (△ )

基本財 , 運用利息 450.000 Z4665 △ m5,335
金 収 入 2000∞ △2.400,0∞

法人化拠 1 l資収入 450∞ 0 126.∞0 △ 324.∞0
終 身

`

ざ 員 収 入 1,670,000 312.920 △1.357.080
雑   収   入 △ 1000

6.619.830 6.619.“0

11.590.830 7303415 △428745

(単位  円 )
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予 算 額 決 算額 増・減 (△ )
大 目 1 禾斗  目
管 理  費 (7,012.0∞ ) 7.1“ .462 168.462)

給 沐 3.0(X.0∞ 3.505.5"

350.0∞ 1027∞

進 搬 費 1∞ 0∞ 241100

3∞ 0∞ 475,910

文   具   管 lЮ ,0∞ 67.825

消 耗 」 女 Ю.0∞ 33.296

営 30.0∞ 2.0∞

5∞ .0∞ 3η 974

Fp 漏1 費 6500∞ 910756

図 妻  費 500(X

賃  借   料 1.2∞ ,0∞ 1.096.8∞

光 く 費 1∞ ,0(X 111.2∞

会 105.0∞ 63700

諸 ざ 費 ∞ 0∞ 100∞

晨  費 3(0∞ 10,0∞

広   報   費 ∞,0∞ 86.471

50.0∞

費 50.0∞ 21.3∞

手 170∞ 7.310

ん,0(X
∞,0∞ 22,3∞

事 業  費 (8,790.0∞ ) 11.704.955) 2.914.955)

理 電 50.0(X 21.1∞

1∞ .0(X) ∞ 0∞
登 山 ^ t校 ] ,業 費 1lm o∞ 8.482271

Ю O∞ 20,0∞

野 外 活 動 事 業 警 1.20,0∞ 37.0∞

指墓啓 卒,じ 1,950.0∞ 9m.994

1.9∞ .0(X 1.708.540

1.1∞ .0∞ 1&950
!学 術 ニ事業費 30X O∞ 1920

国 際 交 流 事 業 費 9(XO∞ 12.180

そ の 他 事 業費 ∞,0(Ю

繰  入  金
退職引当金繰 入金

7∞ .0∞ ) 7∞ .000) ( 300∞ )

2∞ .0∞ 2∞ 0∞

53()0∞

5∞ 0∞

予 備  費 ( 4∞ ,0∞ ) 0) △400.0∞ )

予 4∞、0∞ ( 0)

38.397) 13.347) (△ 25050)

38.397 133′

16940397 19,68,7“ 2.688,367

定
予 算 額 決算額 増・減 (△ )

大 目

( 450.0∞ ) 24.665) (△205,335)

産利息収入 450.0∞ 24,665
大 会 金 収 入 6∞ 0∞ ) 465,0∞ ) △135,0∞ )

入 、 金 収 入 6∞ ,0∞ 465,00Ю

会 費 収  入 (4,9∞ ,0(Ю ) 4,766,6∞ △133.“ 0)

、員会費収入 4.5∞ ,0∞ 4,566.6∞

替助・ 員゙会費収入 4∞ .0∞ 2∞ .0∞

事 業 1又  入 9.6筍 .0∞ ) 13.605779) 3.935,779)

∞ 0∞ 25.495

[研 究 事 業
"0∞

53,0∞

登 山 学 校 事 業 1,8∞ ,0∞ 10,902.229

8r,0∞ m.o(x

2.0∞ `0∞
y.0(X

2.6∞ 0∞ 1 lo7 5∞

10100(X 827,115

1,5∞ ,0(X 394,340

1∞ .0∞ 41.1(X)

4∞ .0∞ 1∞ 0∞

500∞ 980∞

雑  ‖又  入 ( 1∝ 0∞ ) ( lm.5m) ( ∞.550)
R利 息 収 入 ∞,0∞ 36.7“

賃 貸 料 収 入 24.0∞ 3.0∞

他 ∞,0∞ 12.807

(単位  円 )

決 算 額



支出の部
(単位  円 )

勘 定 目 予 算 額

一般会計 450,(XX △ 205.335

30,∞ 0 △ ∞.α )0
次期 L収支差額 11■10.830 7.058,750 △ 4.052,080

11590.830 7.303.415 △ 4_器 7415

Ⅲ 別途会計
収入の部

(単位  円 )

勘 定 科 目 予 算 額

別途積立金運用利息 15.∞0 31.113 16.113

一般会計繰入金収入 200()00 730∞ 0 530∞ 0

前 期 繰 越収 支差 額 498875 498875

計 713875 1259988 546113

支出の部 (単位 円 )

勘 定 斗 目 '算 額 た 算 額 増・減 (△ )
一般会計 15,∞0 31,113 16.113

1.020、 ∞0 △ 490.∞0
698.875 208.875 △ 490.∞0

(退職給与 i 200.000) 2∞ ∞0)
( 498875) (  8875) (△  490∝Ю)

546113

貸借対照表
昭和56年 3月 31日 現在  (単位 円)

財 産 目 録
昭和56年 3月 31日 現在 (単位  円 )

(単位  円 )

勘 目 金   額 決 算 額 増 ・減 (△ )

一般会 :入金収入 500()()0 △ 5∞ ,∞0

全  . 100(X0 △ 100,∞ 0

収  入 1,mo,αЮ △ 1.500.000

助 カ 収  入 5,∞0,∞ 0 6∞0∞0 1.000.000

雑 【 入 50,(XX △  50.(K0

7.150,000 6∞0∞0 △ 1150∞ 0

支出の部 (単 f立  円 )

勘 定 目 金   額
1.530,∞ 0 △ l.530.(Ю 0

1.200、 ∞0 △ 1200α)0

4.300.000 6.∞ 0,OЮ 0 1,700,000

杏研空 脅 6.∞ 0.∞ 0)

7150α)0 6∞ 0.(Ю 0 △ 1.150,∞ 0

Ⅳ ヒマラヤ研究所特別会計
収入の部

総括収支計算書
(カ ンチ特別会計を含めず) (単位  円 )

方

金
金
金

託
替
券
品
備
金
権
金

預
預
信
振
証
　
装

　
入

通
期
銭
便
価

　
山
　

話

現
普
定
金
郵
有
備
登
敷
電
未

81,977

2,0“ ,949

1,(XO.∞ 0

2,941,500

1,024,%6

215,∞ 0

1,870,796

1,977.α)0

320,α〕0
m,3)o

4,8田 ,750

金
費
定
金
権
金
産

費
分
分
計

会
動
立

は
立
財
会
紳
柳

り
　
見
積
”
積
　
　
附
」̈

受
等
１
｝
鐘
本
収
寄
陽

品

号

金

、′た
　

　

定

戻

預

前

備

特

敷

別

基

未

指

機

小

０

∞

９６

０

１

＆

400,300

"8,"57.058,750

193,750

3,∞ 0,∞ 0

465,∞ 0

16,391,871

13.縫 7

16405.218 16405218

種   別 要

1.現   金 81.977)

81.977

2.普 通 預 金

三菱銀行・新宿支店 
“

55421 50,978

東商信用金庫 63468 28.135

第一勧業銀行高田弓場支店 1099791 47.650

行新宿支店 5136696 261 101
・新宿支店 75,632
・高田馬場支店 593803 9,347

1.562.106

3.定 期 預 金 1.000.000

三菱銀 1,000,000

4.金 銭 信 託 2,941、 50(

住友信託銀行新宿支店
12285     127768

127769    127770

2.941,500

5.郵 便 振 替 1024.946)
988,248

6-164655
6.有 価 証 券 215,000

航空券 東京一ニューデリー往復) 215,000

7.未 収  金
793.750

金申込者未収金 3.600.000

1告料未収金 465,000

8.敷   金
ビ ル 320.000

9.電話加入権 80

、権 (03-367-8521) 80.300

10.備    品 (1_870_796)

;所備品 1,870,796

11.登 山 装 備 1 977

1.377,000

600.000

16.405,218

12.前 受 会 費 17.40C

56年 度
`

)安 17.400

13.未 払 い 金 780.00C

共立工 : (封筒等印刷費 ) 100.000

石倉印 (年報印刷費) 680 000

味  財  産

又 入 の 部

金  額 金  額
入 会 金 収 入

会  費  収  入
事  業  収  入
雑   収    入
基 本 財 産運 用収 入

身 会 員

附 金
成 金

寄
助

終
特

そ
前

収  入
収  入
収 入

別会計繰入金収入

の   他
期 繰 越 収 支 差 額

∞

８６

７７

■

６６

００

∞

９２

４６

６５

∞

１５

２

４２

∞

３１

349,600

169,750

7.120,102

33.203,789

一 般 会 計 管 理 費
一 般 会 計 事 業 費
ヒマ ラヤ研究所支出

別 途 会 計 支 出

雑     費

一 般 会 計 予 備 費

小      計

次 期 繰 越収 支差額

7,lm,462

11,704,955

6,∞0,(X0

1,020,(X0

0

0

25,905,417

7.298,372

33.203,789

-16-



名 fI蘭   考
― ス

宛名印刷機

英文タイプライター

英文タイプライター

スライドプロジェクター

九 い す
スチール机
スチール・キャビネフト
スタリーン

小型テープレコーダー

掃 除 機

和文タイプライター

会   旗
折たたみいす

片そで机・ いす

両そで机・いす

ファイリング・キャビネント

書   庫
テ ー プ ル

書 だ な
レターケース

ガスストープ

茶 だ ん す

ふ と ん
電子リコピー

タイプスタンド2型

黒   板
^ミ

~パ ~カ ンタ~
ホ ワ ド

1

1

1

1

10

1

1

1

1

1

1

15

2

1

1

1

2

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

70,000

120,000

60,000

28,000

30,000

50,000

80,000

120,000

20,000

13,760
13,040

212.696

69,000

45,000

31,000

22,000

10,000

25,000

22,000

13,000

12,000

14,900

16,700

17,100

710,000

11,250

11,475

10,875

000
計 l,870、 796

登山装備一式 一 式 1,977.000
計 1,977,000

3,847,796

備 品 明 細

刊行物棚卸現在高

昭 和 56年度事業 計 画書

自 昭和56年 4月 1日

至 昭和 57年 3月 31日

I.定款第 4条第 1項にもとづ く事業 (ヒ マラヤ
に関する総合的な資料と情報の収集・ 整理・

保存およびそれらの利用希望者に対する便宜

供与 )

1.情報管理事業

「 日本ヒマラヤ研究所」の機能と連携して

1)会員内外に対する情報提供とトレッキン
グ・踏査・登山計画の企画・研究等の指

導。

2)文献、諸資料のレファレンスサービス
(電子コピー )

2.日本ヒマラヤ研究所設置事業

助成金を得て設置し、本会活動の一方の主

軸とする。

1)設備充実と運営開始。
2)文献調査と調達開始。
3)情報管理システム整備と研究方法の策定。
4)財務渉外と専任職員配置
助成金導入、年内に研究員の配置を進め

る。

Ⅱ.定款第 4条第 2項にもとづ く事業 C登山をは
じめとする野外活動と関連する諸分野に関す

る研究活動と成果の公表 )

1.調査研究事業
1)専門研究会活動の再編強化と育成
ブータン研・ チペット研・ 東部ヒマラヤ

研 0ラ ダック研・ ワハン研・宗教研・地

図研等既存研究会の強化と新規研究会の

育成。

2)高所登山における事故防止に関する調査
研究。

2.出版事業 (研究・報告 )
1)カ ンチェンジュンガ学術遠征隊仮報告書
の発行 (8月 )。

2)カ ンチェンジュンガ学術遠征隊公式報告
書の発行 (12月 )。

3)カ ラコルム写真集の編集(57年度発行予定)

昭和56年 3月 31日 現在
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評 価 額
1.と マラヤを歩き、登るために
2.ン ェルパの履歴書
3 カンジェラルヮ初登頂
4.イ ンドヒマラヤのすべて
5.中央アジア・シルクロー ド
6 カシミールの盟主・ヌン
7. トリスルの28日 間
8 機関誌「ヒマラヤ」
9.機関誌「ヒマラヤ」合本
10 年報 (1980)

１７２

３９

１６４

１７６

２３８

１２

６

３６１

１６

観

2,00

2.4∞

2,∞ 0

2,4∞

1、∞0
3,5∞

3,∞0

∞0
8,∞0

2.000

42.∞ 0

412.800

93,∞ 0

328,∞ 0

422,00

380,∞ 0

18,∞ 0

1.180,500

128,∞ 0

684000

3690100

■| イ〒



4)ムスタン踏査報告書の編集(57年度発行 )

5)各隊報告書の発行 (ネ パール、インド、

登山学校 )

6)「 ヒマラヤ」英文ダイジェント版の発行

3.関連学術事業

ネパールヘ 1名派遣

Ⅲ.定款第 4条第 3項にもとづく事業 (ヒ マラヤ

ヘの登山をはじめとする野外活動・研究・調

査などの団体の派導 )

1.カ ンチェンジュンガ学術遠征派遣事業

登山隊21名 を派遣し活動中。学術隊10名

を第 1次～第 3次にわたり派遣する。

2.高所登山事業

1)サセル●カンリ(7,672m)遠 征の具体化。

58年度本隊、 57年度偵察隊派遣を予定

し、本年度は渉外メンパーのインド滞在

による接渉を進める。 (IMFと のジョ

イント遠征 )

2)ネ パール●ヒマラヤ遠征隊の派遣

ランタン●り(7,239m)に ポス トモンス

ーンに (8名 )派遣。

3)バ ンディム偵察隊の派遣。

シッキム・ ヒマラヤ 0パ ンディムに57年

度本隊派遣を目標に偵察 1名 を派遣。

(ニ ューデリー山岳協会とのジョイント)

4)登山許可申請と取得

ネパール ●ヒマラヤ、インド●ヒマラヤ

に関して57年度以降の許可取得と準備。

5)ポス ト0カ ンチェンジュンガ計画の樹立

と渉外。

中期計画によるカンチェンジュンガ遠征

終了後の次期構想樹立と調査・ 渉外活動

を開始する。

3.野外活動事業 (セ ミナー 0ト レッキングを

除く )

ムスタン王国踏査隊の派遣。

10名の隊を 56年 9月～10月 に報道機関と

の提携のもとに派遣する。

Ⅳ.定款第 4条第 4項にもとづ く事業 (機関誌そ

の他の刊行物、登山・ 野外活動訓練事業、研
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修、各種の会合によるこの分野の健全な発達

をはかるための指導・啓もう活動 )

1.機関誌発行事業

「ヒマラヤ」第114号～125号の発刊。

(毎号 24～ 30ペ ージ )

2.出版事業
1)年報「 HIMALAYA」 第 2号発行
(1月 )および第 3号編集。

2)英字誌「ザ・ ジャパニーズ●ヒマラヤン

・ ジャーナル」第 1号の発行準備。(57

年度当初に発行予定 )

3.ヒ マラヤ登山学校事業

1)第 5回 ヒマラヤ登山学校の実施。

インド、ナンダ 0カ ート(6,61lm)に イ

ンス トラクター3名を含む13名 を派遣

する。 (9～ 10月 )

2)第 6回 ヒマラヤ登山学校の準備・訓練。

クン(7,075mイ ンド)ヘインス トラクタ

ー4名 を含む 20名を派遣する計画で、

隊編成と訓練および実務準備をすすめる。

3)第 7回 ヒマラヤ登山学校の許可取得。58

年実施予定で進める。

4)イ ンス トラクターの検定と登録。

登山学校指導員 (イ ンストラクター)の

検定を実施し、名簿に登録する。

4.野外活動事業 (セ ミナー・ トレッキング)

1)第 2回 セミナー・ トレッキング隊派遣。

ネパール●ヒマラヤ、ロールワリン20

名 (イ ンス トラクター2名 を含む )を派

遣。 12月 ～ 1月 (21日 間 )

2)第 3回 セミナー トレッキング隊派遣準備。

57年 12月 ～58年 1月 の予定で隊編成を

進める。

5.指導・啓もう事業

1)日 本ヒマラヤ会議の開催。 6月 ～57年 3

月、秋田、仙台、松本、高知、福岡、大

阪、札幌で日山協との連携のもとに実施

する。各会場 40～ 50名。

2)地域ヒマラヤ集会の開催。水戸、富山、

広島、長崎で情報を中心に実施、各会場

20～ 30名。

3)定例集会。東京 (毎月 )、 札幌 (隔月 )、



名古屋、大阪、仙台で、毎回のテーマに

もとづいて開催する。

4)小集会。各地で、要請および必要に応じ

て開催する。

5)イ ンド●ヒマラヤ研究集会。 10月～11

月に札幌、東京、京都でインド登山財団

総裁H・ c・ サリーン氏を迎えて行なう。

各会場 50～ 80名。

6)第 3回インド・ ヒマラヤ会議の開催。

旧インド●ヒマラヤ情報交換会。 56年隊

の報告および57年隊の計画検討・研究。

11月 (東京 )

7)野外活動研修会 (秋のヒマラヤ集会 )
セミナー トレッキング参加者を中心に 9

月 (富士山 )実施 40名。

8)高所登山懇談会の開催。有識者による討

論会 (公開 )11月 (東京 )

9)公式報告会 カンチェンジュンガ隊 (8
～2月 )、 ヒマラ.ヤ登山学校隊 (11月 )

セミナートレッキング隊 (57年 2月 )。

ネパール●ヒマラヤ隊|(1月 ～ 3月 )、

ムスタン隊(12月 ～2月 )、 スライドお

よび映画。

10)壮行会。各隊について出発 1ケ 月前に行

なう。計画発表と地域事情伝達。

V.定款第 4条第 5項にもとづく事業 (その他、
前条の目的を達成するために必要と認める事

業 )

1.国際交流事業

1)外国代表の招請。インド登山財団総裁H
OC・ サリーン氏を招請し、パーティ懇

談会および研究会を開催する。 10月～

11月 。

2)代表派遣。 ヒマラヤ諸国およびヨーロッ
パ諸国に代表を派遣し、各国関係機関・

団体との交流を行なう。 (併せて情報網

の整備 )2名

3)各国山岳団体・機関との情報提携。米・

英・仏・スイス・ カナダ・ ニュージーラ

ンド●スペイン0ポ ーランド●ドイツ 0

チェコ・ オース トリアその他と機関誌交

換および情報提携を行なう。

2.国内関連団体との協調

日本山岳協会、その他関係団体と事業提携

・ 協力・情報交換等を行なう。

3.組織の整備
1)社団法人設立許可。年度内の早い時期の

許可を予定し、当局の御指導を得て進め

る。

2)基本財産の充実。引き続き拠出金・寄附

金等により推進。

3)執行体制の強化。専門委員会スタッフの

増員。

4.その他
1)運営諸程 0規則等の整備。法人として必

要とされるものの整備。

2)事務整備。事務処理方式の合理化と統一 o

昭和 56年度収支予算書

自 昭和56年 4月 1日

至 昭和57年 3月 31日

I.一 般 会 計
収入の部

(単位  11)

予 算 額 前年度予算額 増・減 (△ )
大 目 1科 目
基本財

入会金収入
人

1 410000, 1 450∞ 0, |△ 400∞ ,

410.∞ 0

1 550.α)0)

550.000

450∞ 0 △ 40.∞ 0

( 600.∞ 0, {△ 50∞C
∞0.(X0 △ 50.(X0

15.560.α )0, (4.∞0.∞ 0) ( 660∞ 01
:収 入 5160∞0 4500∞0 660()()0

)員 ざ費」又人 400 C,10 400(X0

(24∞0∞0) 9.670.∞ 0, 14.330.∞ 01
50 α)0 30∞0 20∞ 0

`千

30.∞ 0 20.∞ 0 10∞ 0

セ幸 |' 10∞0∞0 1800(X0 8200∞ 0
1040∞ 0 80∞0 960.000

3.8UO.∞ 0 2.(XO、 ∞0 1800000

1.700.∞ 0 2.∞ 0、∞0 △ 900.()()0
1.00.∞ 0 1.010.∞ 0 390.()()0

` 
業 50500Ю0 1500∞ 0 3550.000

関 連 学 術 事 業 100000 100、 ∞0

0

国 際 交 流 事 業

そ の 他 事 業

■ 取 利 息 収 入

賃 貸 料 収 入
そ の 他 雑 収 入

780.∞ 0 慇0.CX30

50.()00

144

50.∞ 0

(1.215.∞ 0,

20000

( 540.∞0) (△ 675.()()0,

人金 1.200.∞ 0 △1.200∞ 0

別 途 会 計繰 入金 540.())0

(  13● 7,
15∞ 0 525∞ 0

(  1397, (  11950,
13347 1397 11.950

14.276,95031217347 16,940.397
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事 業収 人
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予 算 額 前年度予算額 増・減 (△ )
大 斗 目
管 理  費 (8.136.(X)()) 7.012∞ 0 (1124∞ 0)

4.4∞ ∞0 3.∞0∞ 0
:通 費 250∞ 0 350,∞ 0 △ 100,∞ 0

通 信 330,∞ 0 180,∞ 0 150.∞ 0

毬0,∞ 0 ∞0、∞0 180.()()0

90.∞ 0 150.∞ 0 △ 60.∞ 0
ツ肖 費 40.(X0 50(X0 △ 10∞ 0

20∞0 30 α)0 △ 10,∞ 0
品  費 250,(X0 500,000 △ 250,∞ 0

印 層」 | 550,∞ 0 650.∞ 0 △ 100.∞ 0
図   書 40.∞ 0 50.∞ 0 △ 10.0∞

1.“0.(X0 1.2()0.∞ 0

光 費 120∞ 0 100,(X0 20,∞ 0

管 70,∞ 0 105,∞ 0 △ 35,∞ 0
諸 会  ヽ 憤 30,∞ 0 60,(X0 △ 30,∞ 0
父 30,(X0 30、∞0
広 90.∞ 0 90∞0

費 30∞0 50∞0 △ 20,∞0
菅 50∞0 50,∞ 0

手   数   わ 12,∞ 0 17.∞ 0 5.(X0

諸   言 10,∞ 0 20.∞ 0 10.(X0

50.(X)0 30.∞ 0 20∞0

事  業 費 (19.910.∞ 0) 8.790.∞ 0) (11120(て 0)

40.∞ 0 50 α)0 △ 10∞0

調 了E研 究 事 業 費 1()()∞0 100,∞ 0

7,mO,(X0 1,180.∞ 0 6.620.∞ 0

志 :山 ニ 980.∞ 0 40.(X0 8。0.∞0

3.200.(X0 1.240(X0 1960∞ 0
ζも 1220∞ 0 1950∞ 0 730∞ 0

韮業費 1%0∞ 0 1,∞0,∞0
出 版 事 業 ヨ 3.500,∞ 0 1.100,∞ 0 2.400,∞ 0

300.∞ 0 300.000

∞0∞ 0 ∞0∞0
の 20(X0 30∞0 △ 10,∞0

繰  入 金 (2,670,(XO) ( ЮO,(XO) 1,970.∞ C
基本 1,370:∞ 0 1.370.∞ 0

退職 300,∞ 0 200.∞ 0 100.∞ 0

1.∞0.鰤 500.∞ 0 500∞ 0

予 備 費 5∞ (XO) ( 400∞ 0) ( 100,∞ 0)
500∞0 400,∞ 0 100,∞0

次期繰越

収支差額

(  1,M7) (  38,397) 37,05C

次期繰 1.347 38.397 37.050

計 31.217.347 16.94o.397 14.276.950

支出の部
(単位 円 )

Ⅱ.基本財産会計

収入の部
(単位  円)

勘 定 目 予 算 額
基 本 財「 :運 用 利 息 410.∞ 0 450,000 △  40,000

金 収 入 2∞0∞0 2,00,(XX △ 00.000
出金収 入 20,000 450.(X0 △ 210.000

終 身 会 収 入 5∞ ,ⅨЮ 1.670.(X0 △ 1.170.∞ 0
1,370,000 1370∞ 0

雑   収   入 1.∞0 1000
前 期 繰 7.058.750 6.619,830 438,920

11579750 11590880 △  11.080

勘 定 科 目 予 算 額

一 般 会 計繰 入支出 410(XЮ 450(Ю 0 △  40,∞ 0
雑 費 10,(XЮ 30.∞ 0 △ 20,000
次 期 繰 越 収 支差額 11,159,750 11,110、 830 48.920

計 ll.579.750 11.590.830 △  11.080

Ⅲ.別 途 会 計

収入の部

支出の部
蝉位 円

勘 定 科 予 算 額

540∞ 0 15,000 525∞ 0
次 期 繰 越 収 支 998875 698,875 300000

(退 職 金 引 誉1) (5()(),(XO) 200.∞ 0) (300000)

(運 営 基
`

(498,875) 498.875) ( 0)
1.538.875 713875 825,000

Ⅳ.ヒ マラヤ研究所特別会計

収入の部
(単位 円 )

(単 位  |ll,

上 _菫__1上旦
管 F里 書

_ Fl_算 _童壁_
25()()∞ 0

8rO(Ю 0

前年度 予算額 壼・減0_
9700001 530 000

初 度 調 弁 費 1 200 000
=2_型凶咀
_生型■璽_
△ 1 350 αЮ

事   業   費 3.230,000 4.3∞ .0∞

文 献 費 , (2.ЮO.∞ 0' (3.550.∞ 0,

( 

“

0∞ 0, ( 3∞ ∞0, Ю 000

(出 版 菅 ) 1 500∞ 0, ( 

“

0∞ 0, 220000

(交 ,市 昔 , 150000 50 000, 100.000

0

△ 500.000

r   備   費 120.∞ 0 120.000

6.650.000 7.150.000

支出の部

総、オ舌1又支言十算書: (カ ンチ特別会計を含まず)(単位 円)
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日 予 算 額

10,OЮ 15,∞ 0 △  5,000
:入金収入 1.020,∞ 0 △ 1.020.∞ 0

∞0.∞ 0 200.∞ 0 100.∞ 0

"8.875

498.875 △ 290∞ 0
1538875 713875 825000

000

∞0

助
一雑
一

人

4.(XO.∞ 0

m,αЮ 50.∞ 0

△ 1.000

一
△

叉 人 の 部 支 出 の 部

金  額 別 金  額
入 会 金 収 入

会  費 収  入
事  業 」又 入
雑   収   入
基本財産運用収入

寄 附 金 収 入
助 成 金 収 入

終 身 会 員 収 入

特別会計繰入金収入

前期繰越収支差額

550,∞ 0

5,660,α〕0
24.(XO,000

205,Oα )

410,∞0

3,740,(XЮ

4,(XO.(XX

500,000

1,020,∞ 0

780"2

一 般 会 計 管 理 費

一 般 会 計 事 業 費
ヒマラヤ研究所支出

別 途 会 計 支 出

雑       費

一 般 会 計 予 備 費
′」ヽ      計

次 期 繰 越収 支 差 額

8,136,()(0

19,910,())0

6.650.∞ 0

0

1,()()0

500,∞ 0

35,お 6,(()0

12,159,972

4736592 47365972

支出の部
(単位 円 )

(単位 円 )



1981年 HAJヒ マラヤ登山学校計画書

1980年立命館大学提供

躙 趣   旨躙
HAJは創立以来、ヒマラヤ諸国との友好 0親善・ 相互理解をモットーに、登山・学術・ その他幅広い

分野にわたって各種の文化活動を展開しております。 1977年以来実施しております、「 ヒマラヤ登山学

校」もその一環であります。

御承知のように、ヒマラヤは地球上で最も高い山岳地域であり、そこでの登山活動は高所という低酸素

下で行なわれるため、困難かつ複雑な要素を含んでおります。また、登山許可の取得や、通関を始めとす

る種々の手続き、渉外など登山以前に処理しなければならない多くの仕事があります。

然し、ヒマラヤの素晴らしさにふれ、その国と人とを理解することは意義あることであり、一人でも多

くの人にヒマラヤ登山を体験させようというのがHAJの めざすところであります。

この「ヒマラヤ登山学校」は、確かな技術と経験を有する指導者 (イ ンス トラクター )の統括のもとに、

安全かつ確実を第一義として必要とされる諸準備をすすめ、国内での学習を行ない、ヒマラヤの高所を経

験し、ヒマラヤ登山の基礎と実際を経験しようとするヒマラヤ登山のガイダンス
●システムであります。

そして、さらに大きなヒマラヤ計画を進めて行ける人を育てることも目的としております。

諸外国には、国家の援助のもとに活動しているこの種の学校がありますが、我が国では極めて
ユニーク

なものであります。

過去 4年間に実施した「 ヒマラヤ登山学校」は、第 1回を、1977年 秋ガルワール、 タルコット峰

(6,099m)で日本山岳会に協賛しておこなって以来、第 2回 1978年夏カシミール、ヌン峰 (7,135m)、

第 3回 1978年秋ガルワール、トリスル峰 (7,120m)、 第 4回 1979年秋、キャシードラル峰 (6,400m)、

第 5回 ガンゴトリ、ケダルナー ト峰 (6,940m)と 続いており、いずれも成果をあげてきております。
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鰈 実行・推進の体制隋

◎日本ヒマラヤ協会登山学校委員会

会長 柴田金之助   委員長 山倉洋一
委員 尾形好雄  小島守夫  西郡光昭

◎日本ヒマラヤ協会登山学校事務局

鰤 登山隊の名称・構成隋
1.名  称
1981年 日本ヒマラヤ協会インド●ヒマラ

ヤ登山隊

HAJ GARH:WAL HIMALAYA
EXPEDIT10N 1981

(略称 HGE81)
2.構  成
隊長 1名   インス トラクター 2名
ドクター 1名  隊員 8名
リエゾンオフィサー 1名

隋 登 山 計 画 概 要 鰈

1.目標の地域・ 山

インド●ガルワールヒマラヤ、ナンダデヴ

ィ山群

ナンダカー ト(Nanda Kh■ )6,61lm
2.目   的
(1)6,000m峰の短期間による登頂

(2)ヒ マラヤ登山実践の基本習得

3.時  期
1981年 9月 ～ 10月

4.目標の山の概念

(1)ナ ンダカー トの位置・ 山姿

ナンダカー ト(6,61lm)は 、ガルワール ●

ヒマラヤ東部のナンダ●デヴィ内院の東に位

置する。」ヒにはロングスタッフの コル(5,910

m)を隔ててナンダデヴィ東峰 (7,434m)、
南にはパンフリ・ ドワール (6,663m)、 東に
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は有名な トレイル●パス (5,312m)を 経てナ

ング●コット(6,861m)へ続いている。

主稜からは、壮大なナンダ●デヴィ内院を

見下し、盟主ナンダ●デヴィ(7,816m)が 眼

前に巨大な姿をそびえたたせ、また遠くパソ

チ 0チ ュリ山群、西ネパールの山々及びチベ

ットのカイラス (6,714m)が 望める。

その山姿は見る方角によって様々に変わる

が、ピンダリ氷河側からはたおやかな雪峰と

なり、ロングスタッフ●コル方面からは鋭角

の頂稜が美しい。

※ナンダカートの位置  北緯 30度 18分
東経 79度 58分

(2)ナ ンダカート登山小史

1961年 10月  インド隊 (隊長 P。チョ.ウ ダリー)
10/20ピングリ氷河から初登頂

1970年 5月 イント鬱そ(隊長 A.K.チャンデカール)
5/31ピ ンダリ氷河上部で雪崩に

より3名遭難死 登山中止

1972年9,10月 インド隊 (隊長 G.シ ャー )

10/13ピングリ氷河から第 2登
1978年:6月 イント1隊 (隊長 P.パッタチャル井―)

ピンダリ氷河より試登

6/22無名峰に登頂
5.行動計画の概要

(1)登攀ルートの概要

ピンダリ氷河とチャングーチ氷河の合流点

附近約 4,000mに BCを設営、ピンダリ氷河下

部アイスフォールをぬけ、
・
トレイル ●パス下

部に広がる雪原に出る。この雪原に Cl(約
5,100m)を 建設し、ナング●カー トから東に

のびる稜にルー トを求める。東稜の約 6,000

m附近に最終キャンプC2を建設し頂上に至
る。

(2)登山行動の概要

限 られた登山期間 (13日 間)において、全隊

員が無理なく高所の順応を得て登頂できる行

動を前提とし、登山期間を 3期に分けて行動

する。

1)第 1期

先発隊 (2名 )に よる BC、 Clの建設及
びピングリ氷河下部アイスフォールのルー ト



の確保及び本隊の受入れ準備。

本隊々員の4,000m台 における高度順化。

五)第 2期

6,000m台までの高度順化及び最終キャン

プの建設。

頂上アタック体制の確立

■)第 3期

(3) 日    1塁

ナンダ●カー トの登頂及び各キャンプの徹

収。

短期間に登頂を可能にするには、高所への順応

が大きなファクターとなるので、積極的な高所順

化への対応が望まれる。

登山期間は、登頂の成功に関係なく13日 間で打

切る。

日数 日 程

９

８

７

６

５

４

３

２

１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

１３

１４

１５

・６

・７

・８

・９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

9/3
4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22
23
24
25

26

27
28

29
30

10/1

2

3

4

5

6

71

81

101

111

12

13

先発隊 (2名 )成田発 一 デリー着
登山手続

隊荷通関

先発隊々務処理         無線機使用許可

調達物資購入

再梱包

関係機関あいさつ

本隊東京集合

本隊 成田発 ― デリー着

先発隊キャラバンスタート デリー ー アルモラ
アルモラ ー カプロット

カプロット ー  ロハルケ ッ ト
ロハルケット ー ダクリ
ダクリ ー  ドフリ
ドワリ ー マル トリ
マル トリ ー  BC
隊荷集結

下部 アイス フォールルー トエ作

本隊キャラバンスタート デリー ー アルモラ
7tv+2 

- 
r1 layF

h/2,y1. 
- 

p2\tvb'yF
Fz:)tztyb 

- 
Frt)

ダクリ ー  ドワリ
ドワリ ー マル トリ
マル トリ ー  BC
隊荷整理

Cl建設

C2建設

アタック体制完了

第 1次 アタック

第 2次アタック

BC集結

帰路キ ャラバ ン準備

BC一  ドフリ
ドワリ ー  ロハルケ ット
ロハルケ ット ー  カプロ ット
カプロット ー アルモラ
アルモラ ー ァ リー

隊荷整理   帰国準備
帰国  デ リー発
成田着  解散
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Surnit 6,611

C2 6,000

C1 5,100

BC 4,000

隊
　
Ａ
　
Ｂ

Ｉ
Ｉ
発

隊
　
隊
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本

木
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(4)行 動 予 定 表

6.登山隊連絡先

(1)登山隊留守本部

〒 160東京都新宿区高田馬場 2-23-1

淀橋食糧 ビル 506号

日本 ヒマラヤ協会 TEL 03-367-8521

英文電略 HIMALAYALP     ・

(2)現地連絡先

C,/10 Shikhar Travels Private Ltd

1701 Nirrnal TOwer 26,Barakharnba:Road

New Delhi:110001 1NDIA

Tel:(New Delhi)42555,42666

Telex:031-4364 SHIK IN

Gram:SHIKEE

7.総 経 費
900,げ P]

8.隊 員 名 簿

隊 長   小 島 守 夫 (41)

ドクター  西 郡 光 昭 (41)

インストラクター 藤倉和美 (31)

″    `伊東1 満 (30)

隊 員   鈴 木 陽 ― (28)

″   坂 本 正 智 (43)

″   阿 部 直 彦 (35)

″   本 田荘 八 (30)

″   埜 日正 則 (29)

″   寺 本 政 幸 (30)

″   高 井 勝 夫 (25)

″   斎 藤 孝 雄 (35)
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∞∝継 ヒマラヤ閑話 (41)

花を求めて(10

ヒウ→3ン
十ラ
‐
レコ増 .色色

水野 勉

前号では、「花を求めて」を休んで、自分にも   に詳しく書いているとおりである。

読者にも一息入れるようにした。それで、いよい    A・ E・ プラットは現在では殆んど忘れ去られ

よ、中国西南部におげる植物探検の本論に入るわ   ているけれども、かれは中国の自然史探検におい

けであるが、その前に少し脱線することを許して   て新時代を開いた重要な人間である。

頂きたい。というのは、本誌112号 (3月 号 )掲     プラットが中国へ向って英国を出発した 1887

載「 ヒマラヤ放談」の内容に関するコメントをし   年以前には、中国極西部に関する知識は殆んど外
ておきたいのである。そうでないと、誤解される   国には届いていなかった。プラット自身もそこで

恐れがあるからである。              何が見れるか、さっぱりわからなかった。その紀

第 1に 、日本山書の会についての部分である。   行 To the Snows of Tibet thrOugh chinaの は

「 ヒマラヤとか海外の書物を読み漁るような人は   じめに、かれは次のように書いている。「この広
いない。しかもコレクターが多いんです。海外の   大な国についても、探検家やナチュラリストにとっ

文献を漁ってるのは私だけですね」とあるのは、   て新鮮なものが非常に少くなっているので、手を
誤りである。日本山書の会にはヒマラヤや海外の   つけられていない分野を見出すことが、年 む々ず

書物を読む人はかなりいるし、コレクターが必ず   かしくなってきている。したがって、一つの方法
しも多くはない。日本山書の会の主流は何といっ   として、これまで表面的にしか調査されていない

ても、研究であり、蒐集ではない。「山書」とい   分野に向わざるを得ないであろう」チベット辺境

う名称からイメージされるところとはいささか違   地域の大部分がもうすでにヨーロッパ人によって

うのである。また、ぼくだけが海外の文献を集め   探検されてしまったという前提は、明らかに誤り

ているわけではない。                である。

この箇所で、ぼくがいいたかったのは、自分が    しかしながら、このように思い込んでしまった

洋書を集めることになった動機で、はじめの頃、   ので、プラットは中国の極西部を探査しようとい

洋書を集めている会員が近くにいず、和書につい   う、それだけの目的で英国をはなれる決心をした

ては多くの先輩がすでにいたので、自分は洋書を   のである。かれはこのような考えを持った最初の

集めてみようとしたのである。どうして、どこで   ヨーロッパ人の一人であった。オーギュス ト・ ア

誤ってしまったのか、ふしぎである。         ンリのように、公務を帯びた人 (ス リエ神父のよ

第 2に、ディーレンフルトに関する部分である。   うな宣教師をも含めて )と E・ H・ ウィルソンお

「山の登り方も雑だし、書いた本も雑です」とな   よびジョージ●フォーレス トのタイプである今世

つているが、ヒマラヤ遠征のあり方については、   紀のプロフェショナルな植物採集者とを結びつけ

メイスンが批判しているとおり、ディーレンフル   る役目を果したといえるであろう。
卜のやり方はあまり好きではないが、かれの報告    プラットとウィルソンは互いにたいへんよく似

書は、ぼくの好きな本である。特に、「パルトロ」   た点を持っている。ウィルソンはだれの目でもは

「 ウンゼン●ヒマラヤ」などのすばらしさは類書   っきりわかるようにプラットの足跡を追った。け

がない。このことについては、「山書研究」24号    っして真似というわけではない。ウィルソンはプ
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ラットよりもはるかに広範囲に行動したが、プラ   動をうけている一  「峡谷から見上げると、白雪
ットは学術探検にとって最適の中心地域のいくつ   を頂く山 が々間近にそびえ、その下には、暗緑色
かを訪れようとしたからである。          の松の森林があった。植物相が垂直に異った帯と

A・ E・ プラットはこの未踏の新地域を探査し   なって、美しく極立ってみえた。雪の下には、草
た旅行者のうちでもっとものんびりした旅行者で   が生育し、それから松の森林がつづき、シャクナ

あったにちがいない。かれは自分の仕事を徹底的   ゲ、常緑樹の混在林、更に、谷には亜熱帯の植物
に、しかも自分の気儘にやろうとするタイプの男   群がずっときれいに並んでいたd
であった。そんなわけで、 1887年のいう時期に、   翌年、かれとその仲間は嘉定経由でふたたび打
全家族を連れて英国を出発して、ゆったりした旅   箭炉に向ったざ今度は途中、峨眉山を探査した。
行をしたのだった。家族とは、その当時最遠隔地   プラットの観察はいつもの如く、非常に正確であ
の条約港宜昌で別れた。その地で、かれはオーギ   る。かれは山中で飲まれ、売られていた特殊な茶
ュス ト・ アンリと会った。これはたいへん幸運で   について記述している。そして幸にも、この雨の

あった。というのは、プラットははじめは植物学   多い山頂から、すばらしい眺めを得ることができ
的採集をしようという気持は全くなかったからで   た。西方の北寄りには、雪の山 が々見え、打箭炉
ある。アンリとの出会いで、プラットは植物採集   のかなたに青空をバックに美しく浮んでいた。雲
にたずさわることになり、アンリが訓練した中国   海はかなり低くひろがり、それらの上に、山が連
人を雇うことになった。              なり、そびえる様は、すばらしい眺めであった。

1887年には、プラットはずっと宜昌付近や有   100マ イル以上の遠くまで見えることは、春には
名な峡谷を歩き廻った。ときには宜昌の南方50マ   じつに珍しいのである。
イル程のところにある長陽の深い森林の丘陵へも    打箭炉に着いてから、クリヘルドルフはムピン

足をのばした。 1888年になっても、だいたい同   に出かけた。ダビット神父以来はじめて、この小
じような行動範囲を保って、長陽丘陵で夏をすご   村を訪れた最初の外国人であった。その間、プラ
した。妻が病気になったので、 1888年か 1889   ットはその付近に何回となく小旅行を試みた。幸
年にかけての冬を上海ですごした。しかし、1889   運なことに、スリエ神父と同行できた。その後、
年の春に妻が回復すると宜昌に戻った。それから   かれは西方、モシ●ミェンに移動し、小屋を建て、
すぐに、プラット夫人と家族は英国へ帰った。そ   そこで夏をすごした。
れから、かれはもっと奥地へと向ったのだった。    この地域は、プナ、カバ、クルミの混生林で、
かれと、助手の ドイツ人、クリヘルドルフは、   それに竹やシャクナゲ、サクラソウの多種が混っ
ハウスボー トを建造してもらい、それに乗って、   ていた。しかし、また、一方じつにひどい気候で
揚子江をさかのぼり、重慶から更に濾まで行き、   あった。プラットの日記にも、6月 5日 に、ひど
そこで主流をはなれ、嘉定まで眠江をさかのばっ   い吹雪があり、シャクナゲの花がすべて落ち、雪
た。それから耳山まで陸路をたどり、その山をの   が深く積ったことが書いてある。
ぼってから、公道をとおって打箭炉まで行った。    悪天候がプラットのせいにされ、かれは急いで
この旅行では、植物採集者たちを耳山に残してい   打箭炉に戻り、そこでアンリ公に会っている。嘉
った。その間、採集者は仕事を自由に任され、し   定への帰途に、かれはふたたび1俄眉山を訪れたが、
かも、すべて順調に行われたとプラットは述べて   今度は天候が悪く、滞在の十日間ずっと雨つづき
いる。これらの採集者たちは耳山で夏の大部分を   だった。それから、河を下って上海へ行き、英国
すごしたはずなのに、かように植物の豊富な地域   へと帰った。
で採集された植物について、何らの記録も存在し    このすぐれた旅行家が、植物よりは、鳥や昆虫
ないというのは、じつに奇妙である。この辺は後   の方に興味を持っていたことは、われわれ花を愛
にウィルソンによって徹底的に調査されたのである。  するものにとっては残念なことであった。
打箭炉に近つれヽ たとき、プラットはたいへん感

-27-



連載・ ヒマラヤの図書紹介④

山岳の世界

大修館書店

特にヒマラヤと限定した図書ではない。「山の   登山以前からの人間の山とのかかわりから始まっ
エンサイクロペディア」をめざしたと思われるが   ているが、通読して登山というものの「流れ」を
いわゆる事典形式の編集にはなっていない。     把握するにはこの程度のものがちょうどである。
しかし、こと山岳に関する分野を広範に網羅し   特に高所登山に関して最近の時流をよくとらえて
ており、万般の知識を得たりあるいは整理するの   いるのは著者に人を得ているからであろう。日本
にまことに好適な書である。            語ほん訳・ 校訂に山崎安治氏がかかわっている。

一読して、山とは何と素晴らしい世界なのか、   1980年 までの動きが入っているのは驚きである。
登山の舞台とはかくも豊かな拡が りと深さを持つ    「太陽系の山」という一項が設けられているの
ものかと慨嘆にも似たつぶやきをもらしたくなる。  はいかにも現代を感じさせられる。
昭和32年に朋文堂から出されたモーリス●エル   太陽系惑星内での最高峰は、火星にあるオリンポ
ゾーグ監修による「山岳」と範ちゅうを同じくす   ス山(23,000m)だ といぅことをはじめて知らさ
るものであろう。「山岳」では、「山の探究」、   れた。しかし、直径600勧の巨大な「山」だとい
「山の科学」、「山の芸術」の 3分冊として発行   うから、いったいどのような登山方法がとられる
された。「山岳」には、山をめぐる人間の活動1こ   のだろうか。
主点をおいて記述に多少のウェットが感じられた    ドィッで編さんされたもので著者陣は一流であ
ものである。山登りの文化的側面が強く出されて   る。日本語ほん訳・校訂者も人を得ているといえ
いたように記憶している。当時、このように集大   よう。日本の山の写真も比較的多い。西堀栄三郎、
成されたものはなかっただけにずいぶんと利便を   宮下啓三の両氏が監修者となっている。
感じたo                     自然保護に関する直接的記述は少ない。

「山岳の世界」はよリドライであると思う。     最近目立つことだが高価な本が多くなった。特
自然事象としての「山」に関してはより深みがそ   に本書のような集大成物がそうである。本もイン
えられている。両書を比較してみると、この20余   テリアの一部を構成している風潮もあり、また、
年間の科学の進歩がいかに急速であったかが理解   出版側の事情もあるようだ。
できようo                     比較的お金には恵まれていない (はづ ?)若い登
人工衛星からの写真が随所に用いられている。   山者にとっては困惑する向きも多いと思われる。
実際、山岳を重層的にも、マクロ的にもとらえる   本書なども分冊が可能であろう。かくいう小生も
上で衛星写真は実に有効である。アメリカ航空宇   どうするか迷っているうちに協会に寄贈されたと
宙局(NASA)の 衛星写真はコンピューター登録   聞いてそれを手にして書いている。
さえすればわれわれ登山者でも容易に利用できる    集成された親切な本が多くなったのはありがた
システムができている。カタログも発行している。  いことだが、かって、たくさんの書を漁りながら
幸運ならば自分がヒマラヤの頂上に立った瞬間の   自分なりに情報を組みたてた頃にくらべるとその
写真を入手できるまでになっている。        容易きにうしろめたい気がする。ほんとうに身に

当日の雲量の程度によって頒布価格がちがうのも   ついたのは自らが苦労して調べあげたものだけだ
親切である。 (も ちろん雲が多いほど安い )     ったよぅに思う。本書もそのための導入部分とし
登山に関しては「山岳の生活と文化」の項をも   て生かして使いたいものだ。      (い )

うけて収めている。                1981年 4月
"日
発行 B5大半1304頁  18,000円
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― "寸 感

>気忙しい気分の続いた事務局もようやく平生の

時が持てるようになりました。

カンチ登山隊も終盤に近づき、日本への帰国の

便りが聞かれるようになりました。今カトマン

ズ、それぞれの思いはどこにあるのでしょうか。

男のロマンがいつの日か芽を吹き、またはるか

ヒマラヤヘと飛び立って行く姿が目にうかびま

す。もうすぐ事務所も賑わうことでしょう。

とりあえずお疲れさま。

レ不慣れでおぼつかない編集も、どうにか毎月皆

様の手元にお届けすることができました。

次の方への引継ぎが待たれます。 (緑川 )

曰□圃回団 (5月 )

9日 (」∋カンチ登山隊主峰 ●ヤルンカン登頂

16日(D事務局打合せ (稲田、緑川、細貝 )
17日 (日)昭和56年度日本ヒマラヤ協会理事会

″      ″   通常総会
23日(Dヒ マラヤN。 115号発送

行　集
行　鄭

発

編

発

ヒマラヤ肱 116 (7月 号)
昭和56年 6月 10日 印刷  56年 7月 1日 発行

人  柴 田 金之助
人  緑 川1 恭 子
所  日本ヒマラヤ協会
0東 京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル506号

ね ヽ

さUNITED TRAVEL SERViCE(P)Ltd.
■インドヒマラヤ全域のアレンジをすべて日本語

でひきうけています。本社にも東京事務所にも日

本語に堪能なスタッフが多勢おります。

■許可取得から通関、隊荷輸送、ポーターアレン

ジまで、遠征・トレッキングのすべてを取り扱っ

ております。

■詳細は東京事務所のサニーまでお問合せ下さい。

もちろん日本語で .″

東 京 事 務 所

本社 (デ リー)

〒141 東京都品川区西五反田 2-23-11-202 電話 03-493-4920

802 Nirmal Tower,2 6 B arakhanlba R oad,New Delhi lndia

42804 43984.I)hone: 46107
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Travels

―
シカール・ トラベル

ー
″魅惑の

インド ヒマラヤ″

4

シ ッキム・ ブータ ン・ ガール ワール・ クマオ ン

クル ●マナ リ・ ラダック・ ネパ ール・・ ・ ・ o

への トレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関・隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。

銹瞼担貯

CAPT SW
(MANAGING DIRECTOR)

TRAVELS PRIヽ'ATE LIMITED

l,701, Nirmal tO、 ers,

26 barakhanlba rOad nel、    'hi-110001

t el. 42555,42666 tel←  う31~4364 SHIK IN Cable SHIKHE

Branch office:GangtOk

Camp Office:JOshimath&Uttarkashi

≧曇    全世界のネットワーク

AFIAホ ーム 保険会社

海外 山岳 保 険
取扱代理店
郷インシュランス・コンサルタント

〔ホーム保険会社代理店〕
〒100千代田区丸ノ内 3-1-11

国際ビル8F
TEL.03-281-2981

狙_談_正
ホーム保険会社首都圏支店
〒100千代田区丸ノ内 3-1-1

国際ビル8F
TEL.03-211-4401
担当 :寄木康男
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ヒマラヤヘの装備

◎遠征隊の装備、相談にのります。

づ李 五万″スだ―〃
●新宿登山本店/〒 160東京都新宿区百人町 2-2-3803(208)6601は )

0新宿西口店/〒 160東京都新宿区西新宿 1-16-7803(346)0301

●水道橋ハードギアシヨンプ/〒 101東京都千代田区三崎町 2-8-14803(264)5575
0水道橋ソフトウェアシヨンプ/〒 101東京都千代田区三崎町 2-8-6003(264)8901
0大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町 2-12380486(41)5707

0高崎店/〒 370群馬県高崎市新町105奮0273(27)2397

0 1CI通 販部/〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東和ヒル内容03(200)7219
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山用島本店
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学研の山岳地図集成シリーズ

日
本
山
岳
地
図
集
成
黎

全
国
の
主
要
山
岳
を
網
羅
。
山
岳
関
係
者
の
基
本
図
書
。

残
雪

が
描
く

「
山
の
芸
術
」
の
豪
幸

山
岳
写
真
佳
木
。

●
６
月
下
旬

新
発
売

■
名
著
「
日
本
ア
ル
プ
ス
の
蝶
」
に
つ
ぐ
不
巧
の
童
ヽ

雄

大
な
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
と
誌
情
溢
れ
る
名
文
で
綴

っ
た
山

行
５０
年
の
総
決
算
。

■
造
本
・体
裁

●
Ａ
４
判
●
総
頁
３
３
２
頁
（４
色
１
０
８
頁
・―
色
５
２
頁
・
解
説

１
５
２
頁
・
そ
の
他
１
０
頁
）
●
収
録
写
真
（カ
ラ
ー
ー
ー
５
占
↑
モ

ノ
ク
ロ
ー
９
３
点
）

●
定
価
＝
１
８
、
０
０
０
円

永
遠
の
標
的
ヒ
マ
ラ
ヤ
ｏカ
ラ
コ
″
ム
連
峰
を
世
界
で
初
め
て
集
大
成
。
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日
編
・著
＝
吉
沢

一
郎
ほ
か

主
要
山
岳
を
中
心
に
図
取
り
し
た
、　
い

ま
ま
で
に
な
い
本
格
山
岳
地
図
集
。
全

国
の

一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
以
上
の
山

岳
を
網
羅
し
、
山
名
、
沢
名
、
ル
ー
ト

名
を
は
じ
め
、
山
小
屋
や
キ
ャ
ン
プ
地
、

水
場
な
ど
の
登
山
情
報
を
豊
富
に
収
録

し
た
。

日
監
修
＝
吉
沢

一
郎

世
界
の
登
山
家
の
夢
で
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ

・
カ
ラ
コ
ル
ム
連
峰
が
全
地
域
大
縮
尺

で
集
大
成
さ
れ
た
の
は
世
界
で
も
初
め

て
で
あ
る
。
美
し
い
レ
リ
ー
フ
４
色
地

図
と
カ
ラ
ー
写
真
、
ル
ー
ト
解
説
な
ど

最
新
の
情
報
が
山
岳
愛
好
家
だ
け
で
な

く
広
く
興
味
を
そ
そ
る
。

●
第
―
集
＝
総
頁
２
０
０
頁

収
録
地
図
５
４
図
　
解
説
９
９
頁

●
第
２
集
＝
総
頁
１
９
０
頁

収
録
地
図
４
０
図
　
解
説
７
８
頁

●
Ｂ
４
判
（
３
６
４
×
２
５
７
ミ
リ
）

上
製
本
／
箱
入
り

全
２
集
セ

ッ
ト
現
金
価
格
（定
価
）

２
８
、
０
０
０
円

（分
割
払
も
あ
り
ま
す
）

カ
ラ
コ
ル
ム
・ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
編

■
編
・杵
＝
高
本
泰
人
／
宮
森
常
雄

●
Ｂ
４
判
／
上
製
本
／
総
頁
３
５
０
頁

／
カ
ラ
１
３２
頁

ヒ
マ
ラ
ヤ
編

■
編
・杵
＝
諏

，
‐方
多
栄
蔵
・薬
師
義
美
ほ
か

●
Ｂ
４
判
／
上
製
本
／
総
頁
３
２
８
頁

．
カ
ラ

１

３２
頁

全
２
集
セ
ッ
ト
現
金
価
格
（定
価
）

４
０
、
０
０
０
円

（分
割
払
も
あ
り
ま
す
）

美
し
き
氷
河
期
の
後
裔

「高
山
蝶
」

を
克
明

に
記
録
し
た
写
真
集
。

日
本
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
自
然
に
息
づ
く
９
種
の
高
山

蝶
の
生
活
史
を
克
明
に
描
く
。
山
岳
写
真
家
、
田
淵
行

男
氏
が
３４
年
の
歳
月
と
尽
き
せ
ぬ
情
熱
を
込
め
た
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
の
集
大
成
ｃ

■
造
本
。体
裁

●
Ａ
４
変
型
判
●
総
頁
４
６
６
頁
（カ
ラ
ー
２
１
６
頁
・モ
ノ
ク
ロ

ー
３
６
頁
・解
説
１
７
４
頁
）●
収
録
写
真

（カ
ラ
ー
約
４
０
０
点

・モ
ノ
ク
ロ
約
２
０
０
点
）

●
定
価
＝
２
５
、０
０
０
円

世
界
山
岳
地
図
集
成
黎

田
淵
行
男

〈
ゆ

き

が

た

〉

■
■
■
Ｌ日

本
ア
と
フ
ス
の
蝶

田
淵

行

男
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こ請求 ください .

販売
14050東 京 (03)7201111的




